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孝子義兵衛関連文献と懐徳堂との間
はじめに
江戸時代中期以降、幕府や藩といった行政による孝子の表彰とともに、
知識人によるその行状の記録が盛んに行なわれた。孝子義兵衛とは、山城国葛野郡川島村の農民で、孝行を表彰された人物であり、その行状を記したものが複数存在している。
その主なものとして、中井竹山が義兵衛の孝状を言上する際に提出した
(桂一}
『孝子義兵衛記録』、心学者布施商翁の撰した義兵衛伝である『西岡孝子
( 注 ニ )
儀兵衛行状聞書』、懐徳堂で学んだ加藤景範が義兵衛の事蹟を記し、懐徳
【 注 一 ニ }
堂蔵版にて出版された『かはしまものかたり』 ある。
そのうち『かはしまものかたり』には、書誌学的解説として、湯浅邦弘
氏「中井竹山関係資料」(『大阪大学大 院文学研究科紀要モノグラフ編』第四二巻|二、湯浅邦弘編、二
OO
二年)及び『懐徳堂事典』の「かはしま
ものかたり」の項(湯浅邦弘編著、 学出版会、二
OO
一年、九
O
頁)
があり、その内容に関する論考として、小堀一正氏「孝子顕彰運動」(小堀一正氏・山中浩之氏・加地伸行氏・井上明大氏『中井竹山中井履軒』明徳出版社、昭和五五年、第二章第五節、後に『近世大坂と知識人社会』清
附翻刻
佐
野
大
介
文堂出版、一九九六年)・宮川康子氏「懐徳堂思想と民衆」(『日本思想史学』二十四号 一 及び「心学と懐徳堂|二つの『かわしまものがたり』
l
」(『自由学問都市大坂』講談社、二
OO
二年、第五章)がある。
『かはしまものかたり』の内容面については、筆者は特にこれら先学の
筆に附加しうるものを持たないが、上記三本の翻刻にあたり気づいた点など、孝子義兵衛関連文献と懐徳堂との関係について二三述べてみた 。
なお、後に附した「翻刻篇ごは、『かはしまものかたり』を翻刻し、
さらに『西岡孝子儀兵衛行状聞書』と『孝子義兵衛記録』とをそれに対応
(注目 )
させて附載したものである。また、「翻刻篇二」として、義兵衛を称えた竹山の漢詩「孝子義画像引」(『食陰集 詩巻四) 訳註を附した。
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一、懐徳堂による義兵衛伝と『西岡孝子儀兵衛行状聞書』と
先づ、これら資料が撰された状況を概説する。明和七年(一七七
O )
当
時、姻戚である草嶋家の後見をつとめていた竹山は、その関係で川島村に出入りしていた。そうしたことから、義兵衛の行状を知り、義兵衛援助の募金活動を行なうとともに、領主の鷹司家にその孝 ぶりを言上する。そ
の結果、義兵衛に年貢の免除や扶持米などが与えられた。この言上の際用いられた、竹山が義兵衛 行状を記した原稿 『孝子義兵衛記録』(以下、『竹山版』)である。同年、心学者布施松翁の手になる『西岡孝子儀兵衛行状聞書』(以下 『心学版』)が上梓され、翌明和八年に『かはしまものかたり』(以下、『かはしま』)が出版される。
【注五}
これらの成立時期については、『竹山版』の本体部分には「明和七年庚
寅四月」とあり、『心学版』刊記には「明和七庚寅五月」、『かはしま』本文に「明和庚寅之冬」(明和七年)、竹山の践には「明和辛卯十一月」(明和八年)とある。これらに拠れば、僅かな差ながらその成立は『竹山版』『心学版』『かはしま』の順となる。三本間の内容面の関係については、先づ『竹山版』と『心学版』との聞
について注目してみると、その内容のみならず文章も非常に似通った箇所が多いことが解る。例えば、母 足の痛 に関する節では、
老母嘗春己来は、取分け足のいたみ強く候故、毎夜湯を引せ候上に、深更迄はなでさすり、高事に別して心を遣ひ罷在候。【竹山版】嘗春巳来は、取わけで足の痛み強く成しゅへ、毎夜湯をつかはせ、深
なでさすり
更まで撫摩などし、別して高に心を尽せり。【 学版】
とあり、両者はほぼ同じ文章であるとし よい。煩を避けるため他の例示は措くが、この様な例は枚挙に暇ない。両本とも、義兵衛の孝状を記すものであるから、プロットやストーリーが似通っ いるのは当然のこととしても、ここまで文章が一致するのは、先行す 文章を後行 ものが襲っ
( 益 六 -
結果に他ならないであろう。
『かはしま』には、義兵衛の孝状は竹山によって初めて顕彰されたとい
うことが強調されていることから、その際用いられた『竹山版』が『心学版』に奥付通り先行すると考えるのが妥当である。しかし、『心学版』は明和七年五月に記されているから、「同廿八日(引用者注:・明和七年五月二八日)御所より義兵衛被召出、御褒美被下置候御事:::」(『竹山版』「追加」)とあるように、五月二八日に表彰されたことによって、初めて商翁が義兵衛の存在を知ったとは考え難い。なお、言上 に いられた『竹山版』本体部には「明和七年庚寅四月」とある 署名 「中井善太」
( 註 七
V
「辻本清左衛門」の二者の名が記されているように、これは言上書として最終的に成書された日付であると思われる。『かはしま』に
ぜんぜうは大坂にくだり、事のあるやう、書つらねて、みすごすまじきことはりを、親しきが中にかたらへるに、あはれあはれとよみったへて、こ』ろノ¥にこ』ろざせるめぐみを、むれらかにとりあつめてをくれり。(『かはしまものかたり』)
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とあるように、竹山は募金運動のために義兵衛の行状を「書きつらね」たものを同志に配っていた。この配布物が、『竹山版』 本文部分であり、表彰以前の「あはれあはれとよみったへ」ていた段階で、すでに松翁の目に触れていたものと考えられる。恐らくは、「親しきが中」の読者が松翁に見せたものであろうが、だとすれば、宮川氏が「実際には懐徳堂と心学の知的市場はかなり 範囲で重なりあうものであっただろう。」(宮川氏前掲論文)とする一つ 具体例といえるであろ 。ただ、『竹山版』 言上を目的として撰された で り、他の二本に比して具体的な孝行の記事が少ない。それに対して『心学版』ではエピソードがかなり増加 ており、
独自の取材がなされていたことが窺われる。
また、『竹山版』と『かはしま』との関係については、同じ懐徳堂関係
者の撰であり、竹山が『かはしま』に駿を寄せていることなどからも、『かはしま』が先行する『竹山版』を参照していることは確実である。また、本稿翻刻篇は、便宜上『かはしま 三九段 分け、『心学版』 『竹山版』との内容が対応する部分を並載したものであるが これを一見して、『竹山版』に載す記事はほぼ全て、内容のほぼ閉じい文章が他の二本にも
{注入}
存在していることが解る。
また『心学版』と『かはしま』との関係については、宮川氏が「『西配
孝子儀兵衛聞書』と明和八年懐徳堂から出された『かは もの たり』は、その内容もほぼ同じ」(宮川氏前掲論文)とするように、一見 この両者の内容が近いことが見て られ、景範が『心学版』を参照したことは間違いない。また、円かはしま』の最終部には、竹山の募金活動から領主への言上、領主より褒美を賜った など、顕彰の顛末が記されているのだが、それ以外、つ り義兵衛の孝行について 『かはしま』独自の記事はほぼ無いといってよい。序には「是に於 事、甚しく 旧(引用者注・『心学版』を指す)に加えず。」(『かはしま』序)とあるが、「翻刻篇」
を確認するに、むしろ「加え」ないだけではなく、却って記事の数 減少
{注九}
していることが見てとられる。ここから、景範が『心学版』の記事を選択して『かはしま』 取り入れたこととともに、独自 取材はなし いないことが窺われ 。義兵衛の行状を箇条書さにし 『心学 に対 『かはしま』は、「文章によって書かれた一つの作品として構成されている」(宮川氏前掲論文)とさ ように、改段を用 ずより流麗な文体で記されるなど、より文学作品に近いスタイルを採っている だが、記事の量には重点が置かれなかったようである。
これら三資料は、同一の主題を扱っている上、それぞれ先行する作品を
襲っていると考えられるため、独自の孝観といったものを見ることはできhN
。ただ、『竹山版』のみ「是は孟子に相見え候、親の口を養ひ候も肝
要なれども、親の心を養は一入大切の儀と 趣に自然と相叶ひ、別て奇特之至に御座候。」(八段)として『孟子』を引用する箇所が存在すること 、『かはしま』が『心学版』にある「北野富田屋の墓所は、京寺町天性寺に有。儀兵衛、月に一両度は、かならず参詣し 花水をたやさじ:::。」(十九段)や「或人儀兵衛に問 孝行をせよといふ教へを、儒者か仏者に、開れしことありや。 答に、曽て 孝行にせよといふ教へを聞きしことなしといふ:::。」(三十四段)といったエピソードを採用していないなどに、僅かに儒学を宗とする慎徳堂の関係者らしさを窺うことができよ{注十二λノ 。
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また、履軒による『かはしま』の序には『心学版』を指して「京刻の状、
其調但近、以て実を記すに足れども 以て後に伝う に足らず。」とあり、竹山も「京邑に刻有り、織悉 書す。但だ惜しむ刻中旋典 脱するを 人
{ 注 + = 】
唯だ惨を見て箭を見ず。」(「孝子義画像引」)とする。景範は竹山による顕彰の課程を詳載するとともに、「あまたの善人は、また孝子によりて、をの/¥其美をなせり。されば、中井のぬし(引用者注:・竹山を指す)は、孝子のため 天也。孝子は 衆人のため 天な とやいふべからむ 『はしま』附録「成美のことば」)とし 竹山を、ひいては懐徳堂を褒めそやしている。そもそも懐徳堂側の『かはしま』作成意図には、『心学版』の文章が「但近」であり控典の事実が記されていな という欠点の補完とともに、小堀氏が「孝子儀兵衛についての本家争いといったところかもしれない。」( 前掲書、八十五頁) するような意識があったも と思わ れ る 。
二、竹山の詩と『愉椀録』と
懐徳堂関係者による義兵衛関連の文章としては、これらの他に竹山によ
(法十三 }
る漢詩「孝子義画像引」がある。これは、明和七年(一七七
O )
に詠まれ
たもので、竹山の詩文集『箕陰集』(詩四巻)に収められている。また興味深いのは、三浦梅園『愉椀録』下巻(「紺屋町はつ/山城国儀兵衛/糸
(注+四 }
永村矢野雄愚」の章)に、この詩が引用されていることである。ここには、孝女はつの主人である綾部妥胤が安永五年(一七七六)に来阪の際、正月廿日の懐徳堂での節会に招かれたことが記されている。当日、竹 は義兵衛の家の竹で手拭かけを作り、献金の礼 して託されたはつの手拭いに自ら「豊後杵築孝女初手製」と書してかけたことが記 、続いて
川島孝子の事は、大坂加藤氏がつづりで梓にちりばめたれば、世の人のしる所なり。されども、その人最祭とすべき事は故ありて其分にものせず。竹山これが爵に詩作って停ふ。妥胤の許より得てここにしるし、みん人の輿記せんことをこひ願ふ。
とある。次に「孝子義画像引」が引用され、さらに、
誠に一窮民として直に天子の賜を奔する事、孝の貴きにあらずんばいかでか得ん。孝子多くは窮乏の人にあり、子路 貧敷は孝道のさま
{ 註 + 五 )
たげなる事をいためり。中井の勧奨により程なく義兵衛も心よく親を奉養せり。 孝子貞婦忠奴 類、みん はかくこそあらまほしけれ。園君だにそのあはれみをたれ給ふことなれば、郷里郷黛したしみあら
ん人は、せめては其孝心をなりともたすけたし。世の人病にあひ災にかかれば、神に祈り偽にもとむ。されども、罪を天に得れば、いのるに所なしといへり。只罪を天に得ざらん祈は、父母に順なるに始るベし 。
とある。なお、「孝子義画像引」には、「藤公激賞して義を召して至らしめ
ねんごろ
褒錫復除恩意勤なり(藤公激賞召義至褒錫復除恩意勤)」「誰か余の状
を傍え紫禁に入り一朝長信宮に献納せん::・・救して賜う大官の荒霜果之に申ぬ御府の錠子銀(誰侍余状入紫禁一朝献納長信宮:::救賜大官薦霜果申之御府錠子銀ごとあり、また、『かはしま』の附録 成美のことば」には、「秋の宮(引用者注:・皇后を指す)にさへ、其事のきこえあがりぬとや」とあり、義兵衛は、藤公(鷹司家)と紫禁(皇居)との両方より褒美を受けたことが解る。ここに「その人最栄 べき事は故ありて其分にものせず とあり、梅園は、『かはしま』本文に載す褒美や復除についての記述は、領主鷹司家によ も で 皇室より褒美を受けたことを記して ない、と考えてい ようであ なお 『箕陰集』載す「孝子義画像引」には改行は無いが、『愉腕録』では、「太后」「天顔」 玉音 などの
{ 注 + 六 】
言葉が拾頭されている。
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ここでは、「大坂加藤氏がつづりで」「中井の勧奨により」として『かは
しま』や竹山の功績についてのみ記し、『心学版』へ 言及 ない。このことも「麻田剛立や中井履軒と生涯文通した。」(湯浅邦弘編著『懐徳堂事典』「三浦梅園」の条、大阪大学出版会、一七九頁) る うに 梅園
{ 注 十 七 】
の懐徳堂との交流を窺わせる。また、梅園が竹山の孝子を称える詩を己が著書に引用していることは、履軒が紺屋町はつ 行状を『錫類記』(『弊帯
【益十八}{箆十九)
続編』所収)として記し、竹山が股野玉川『龍野鳴盛編』に序を寄せていることなどとともに、懐徳堂関係者の他地域の儒者との交流の要点の一つに、孝子顕彰という志があったことを示している。また、これら孝子需撰書は、各々が全く独立してなされたものではなく、当時の儒学者間のネットワーク共通の主要な関心事であっ こと 窺われよう。
三、その後の義兵衛と懐徳堂関係者と
義兵衛は、懐徳堂が顕彰した孝子の中でも、後世における一般の知名度
{注廿)
がかなり高い。このことは、昭和三年発行の固定教科書『尋常小学修身書』(巻五)第十課「孝行」として、義兵衛の行状が採用されていることの影響が大き ったと考えられる。これは、大正五年に文部省が固定教科書資料を募集し、当時の川岡村尋
常高等小学校長であった鈴木岩人氏が『心学版』を以て応募し、採用たものである。 正六年に、このことを記念して、孝子会(京都府葛野郡川岡村役場内)より教科書採用に到った顛末・資料等を附し 、『 学版』
【注サニ
が翻刻印行されている。
ところで、孝子会版『心学版』の末には、「孝子儀兵衛翁に関する本校
の施設其の他」が附載されており、固定教科書資料当選報告祭に関する報告が記されている。そのうち「
8
、其他の参考書類」には、「イ、本派本
願寺教学課より」「ロ、京都市弁護士今井豊治郎氏より」と並べて「ハ、東京市中井木蒐麿氏より として、木蒐麻呂よりの寄稿文が載せられ いる。現在では孝子会版『心学版』も入手が困難と思われるので、以下に寄稿文の全文を記す。(括弧内ママ)
承り候へば、先般文部省募集の教科資料に封し孝子儀兵衛氏の事貫を以て腐応募被成候虚第二等賞に御入選相成候由別して全国に四名との御事に侯へば稀有の御首選と可申是虞故人が孝徳の蝕楽にして感喜不知所一吉田候残後百有齢年にして全国都郡児童の爵 孝道の標識と立てられ候儀孝子感化の偉大なることに驚候右に付去る十二日於貴校及冷聾院孝子墓前盛大なる奉告祭御奉行に相成 由尚又竹山履軒の霊にも奉告有之度との御儀承知仕候先璽にも定めし満足に存候こと』存じ於適嘗の時期暴行可仕候(後略)
時代が下り、木菟麻自の世代には「本家争い」といった意識は稀薄にな
っていたようである。また、この後に一段下げにて附された解説には、
因に誌す、中井木菟麿氏は、孝子儀兵衡を愛護して今日の名撃を殻揮せしめられたる故贈従四位中井竹山中井履軒雨先生の後育に嘗らせらる』人にして孝子に多大の同情を有せらる。
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とあり、竹山履軒及び木菟麻巨が一つの権威として紹介されていることが窺われる。なお、孝子会版『心学版』の附録「三、孝子祭」に「
4
、孝子
の遺物左の知し」として、「ホ、同『思無邪』軸物(東京中井木菟麿氏寄贈)」(括弧内ママ)とある。これは 大正四年に創設され 「孝子祭」にて展示されたものと考えられ、固定教科書資料当選報告祭以前より木菟麻呂と孝子会とに交流があったことが解る。
また、冷芦院の顕彰碑には、「(引用者注:・義兵衛は)当時ノ大儒中井竹
山中井履軒三浦梅園加藤竹里頼春水等諸先生ノ知遇ヲ得テ孝名一世ニ籍甚タリ」とある。『かはしま』 『心学版』 の一般への認知度に関しては、
「この話の普及には竹山よりも心学道話の方が与って力があったようである」(小堀氏前掲書八五頁)とされるが、権威付けとしては心学者である松翁よりも「当時ノ大儒」である「中井竹山中井履軒:::加藤竹里」の名に効果があったのであろう。
おわりに
竹山が顕彰した義兵衛の行状は、孝子顕彰及び孝子伝の作成が盛んであ
った当時の時流に合い、多くの文献に記されるとともに、後には固定教科書として全国に広まった。その発端について懐徳堂関係の文献には、「屡しば愛助を思いて里司に諭す、府に告げ勧奨せん是れ事の宜しきをと。邑中の父老、頑なること石の知く、唇焦れ舌乾くも一唯無し。」(「孝子義画像引」)、「かうまで世 聞ひろむるが、もし上にきこえたらんには、 こたりのとがめやあらむと思ひさはぎて」(『かはしま』)など、本来義兵衛の顕彰を働きかけるべき「邑中 父老」「里のおさ」の消極性が強調されている。懐徳堂内部では 義兵衛が顕彰 到った は、ほかで い竹山(懐徳堂)の貢献が大きかったとの自負が強かったということができよう。
注
(注こ中井竹山著。本稿では、『日本教育文庫|孝義篇上|』(黒川真
道編、株式会社日本図書センター、昭和五二年)所収の翻刻を用いた。なお、岡本には「内閣文庫蔵写本による」とある。
(注二)布施松翁撰。刊記に「明和七庚寅五月/皇都書林/西堀川通高
辻上ル町銭屋七郎兵衛/寺町通夷川上ル町新屋平治郎」とあ
る(回目頭に「儀兵衛図」を附す)。なお活字翻刻として、『孝子儀兵衛行状聞書』(孝子会発行、大正六年)・『松翁道話』(石川謙校訂、岩波書庖、一九三六年)がある。また、『孝道』(沢柳政太郎、富山房、明治四三年)の第四章「孝道行実」の「西岡孝子儀兵衛」条に義兵衛の行状が記されており、末尾に「矩道著孝子善行伝、木版単行本、帝国図 館蔵、文章結構全然改む」とある。
(注三)加藤竹里撰、中井履軒序、中井竹山政。懐徳堂蔵版。(注目)以下、本稿で『かはしま』の段を示す際には、【翻刻編二の
それを用いる。
(注五)『竹山版』は、言上の際に提出した義兵衛の事蹟を列記した本
体部分に、口上書である「 儀に付善太郎ヨリ申述候口上之貴」が附され、さらに「追加」として、表彰までの事情説明及び御所より下った沙汰類を附す
(注六)なお、『心学版』第四節では、底本・岩波文庫版が「稲の中
ても実いりあしく、ふさくなる岡地、または凶年の悪米に多くいづる物なるを」に作る部分を、孝子会発行版のみ「凶年の悪米に多く出るものにて、貧民といへども喰かね大かた牛馬の食 する物なるを」に作 。三版聞の文意に関わ 異同は唯一当該箇所みだが、後者の文章は、『竹山版』の「凶年の悪米に多く出候ものにて、貧民にでもたベかね 大方牛馬 くわせ候物にて」(第三節)とほぼ同じい(「翻刻篇」の『かはしま』第一五節相当部を参照)。孝子会発行版を作成する際、『竹山版』を参照したと考えられるが、その理由は未詳。
(注七)竹山が後見していた草島政之介(竹山の妻、順の弟)の親類。(注八)尤も、この分段は筆者による便宜的なものであり、確実な論拠
- 150 -
とはならないのは当然である。だが、大まかな傾向を考えるにあたって、参照することもあながち無意味ではあるまい。
(注九)この記事数の差異が、本稿「翻刻篇ごの「附録」部に当る。(注十)小森嘉一氏「心学に関する文献」にも「『西岡孝子行状聞書』
は、明和七年に刊行せられ、山城国葛野郡西岡川島村の孝子儀兵衛の事蹟の所謂聞書であって彼の思想を見 には足らない。」(『心学』第五巻、雄山閣、昭和一七年)とある。余談だが、『松翁道話』には、己の体を金銭 換算して親の恩の大きさを説くなど、孝に関して余程興味深い論が見える(三篇巻之上)。
(注十二ただ、『かはしま』が仏教関係のエピソードを全て採用してい
ない訳ではない。『かはしま』にも、「朝ごとに出 日 お み神だな持傍をおがみ」(十八段)などとある。
(注十二)中井竹山『箕陰集』(詩四巻)所収。(注十三)恐らく義兵衛の肖像画の引言として詠まれたものと思われる
が、画像については未詳。
(注十四)『愉椀録』は、三浦梅園による杵築藩の孝子語集(一部他藩他
国の孝子を含む)。『梅園全集』下巻(梅国会編 名著刊行会、昭和四五年)に活字翻刻されて る。ただ、少なくとも「孝子義画像引」の引用部に関しては非常に誤植が多く、使用 際は注意を要 す る 。
(注十五 )(注十六 )
『蒙求』などに載す「子路負米」謂を指す。『梅圏全集 版及び、筆者が実見した写本(孝子彰認会蔵)と
もに拾頭してい
(注十七)綾部妥胤は麻田剛立の兄であり、剛立は懐徳堂と関係が深 っ
た 。
(注十八)『愉焼録』(「紺屋町はつ」の条)の記事と『錫類記』の記事と
は、内容をほぼ同じくする。はつが豊後の人であり、履軒が「近日吾所聞孝子孝婦、膚控典、受袈資。:::我将記其奇、先状其孝。」(『錫類記』)とすることから、豊後の人である梅園がはっの行状を伝えたと考えるのが妥当である。なお、『官刻孝義録』にもはつの行状が記されているが、これも『愉腕録』の抄録と考えられる 。
(注十九)玉川による孝婦伝。
(注廿)現在も、義兵衛の命日に当る十月五日には義兵衛の墓所である
冷芦院にて義兵衛 遺徳を偲ぶ孝子祭 執り行なわれている。
(注廿一)鈴木氏は現在冷声院(川島玉頭町)に建つ顕彰碑の文章の撰者
でもある。小堀氏が「一般には儀兵衛として知られており、戦前の小学校五年生用の修身の固定教科書(第三期、昭和五年)で儀兵衛と書かれているが、竹山は義兵衛と書いている。現在、京都市西京区川島玉頭町に建てられている碑でも儀兵衛となっているところからみれば、この話 普及には竹山より 心学道話 方が与ってカがあったようである(傍点ママ)。」(小堀氏前掲書、八五頁)とする 、字体が一致しているのはこのことによる。
- 15 -
【翻刻篇ニ凡例・本稿は、加藤景範『かはしまものかたり』の翻刻に、布施松翁『西岡孝子儀兵衛行状聞書』及び中井竹山『孝子義兵衛記録』(本体部分)を附載したものである。-底本として、『かはしまものかたり』(懐徳堂蔵版、明和八年刊)・『西岡孝子儀兵衛行状聞書』(銭屋七郎兵衛・新屋平治郎蔵版、明和七年刊)・『孝子義兵衛記録』(『日本教育文庫孝義篇上』(日本図書センター、昭和五二年)所収)を用いた。・『かはしまものかたり』は「序」「本文」「附録、成美のことば」「政」の四部より成る。このうち「本文」は分段されていないが、内容より三九段に分かち、その下段に『西岡孝子儀兵衛行状聞書』『孝子義兵衛記録』の内容が対応する箇所を附 。・『西岡孝子儀兵衛行状聞書』『孝子義兵衛記録』は、 ともと分段はされているが、段落 番号は附されていない。 稿で 、検索の便のため番号を附し、【】にて示した。なお、【一
l
ニなどあるのは、も
と一つの段をさらに分けたことを示す。-翻刻に当つては、底本の文字にできる限り沿うよう留意したが、印制の都合上改 た箇所もある。また、『 しまものかたり』の序践と『孝子義兵衛記録』の一部とには訓点が附されているが、印刷の都合上省略した。
-漢文にて記されている「序」「蹴」には、書き下しを附した。その際
には、底本に訓点が附された箇所はでき かぎりそれに従うよう留意
し た 。
-『かはしまものかたり』に附した注釈を兼ねたルピは、底本の形式に
従ったものだが、注釈で用いられた特殊な文字は、印刷の都合上一部改めた。例えば「 ¥」は「也」に、「寸」は「コト」に、「托」は「ドモ」に「/¥」(おどり字)はその上の語の繰り返しに改めた等が其類である。また、『孝子義兵衛記録』にて用いられている「より」合字は「より」に改めた。
-三本とも、句読は区別無く丸で示されているが、本稿では、読解の便
の為、文脈より句読点を整理 、区別して附した。『孝子義兵衛記録』には、一部一 下げにて記されて り、翻刻にも反映した。
-一部に附されている割り注 ()内に記した。・『西岡孝子儀兵衛行状聞書』『孝子義兵衛記録』の記事のうち、『かは
しまものかたり』が対応する内容を有しない部分は附録として最後に
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附 し た 。
革島語序文以記事、々因文而停、事可停市文不稽駕者、適以覆柴而己、文之不可以己也、是故操阻之士務於文、而浮言溢辞、往々而出鷲、是勢之所必至、而君子恥之、乃使観者以一言之浮 疑於其事
一辞之溢、而疑於其人、亦
不足以停、則復何 文為 若藤君子常記草島義之孝、桂一皿賞可侍者、抑義之孝宣著子世也、家兄子慶之力也 京師又有刻孝状者、而啓聞益庚突 子慶壁余、皆婆子革島氏 而義乃婦家之傭程、故聞其事最蚤、而獲効力云、嘩乎聞義之風者、雄有凶惇暴戻 夫、莫不堅沸 況乎孝友畳弟若吾子常者、其相感動為何如哉 宜乎稽賛弗措、百里命駕、屡過義 底 親観其所奉養退市嘆日、至哉孝也 所見踏所問、又謂京刻之状、其詞但近、足以 賞而不足以惇子後、乃易以典雅之詞、復益以其所見聞、於是乎事不甚加於宮、而情景益員、換然生光輝、夫子常今 宗也 我雄不足以知之 而濁知其停之不朽也、然則義之孝宣著子世者、子慶之力、而能施子後世者 子常績奥、我何人、而復弁以斯言者 蓋先容 観 欲其無疑於浮言溢辞 市興起於斯
中井積徳謹書
【 書 き 下 し 】文は以て事を記し、事は文に因りて惇う。事停うべくして文稽せざるは、部に以て柴を覆すのみ。文の以て己むべからざるなり。是の故に操師の土文に務む。市れども浮言溢辞、往々にして出づ。是れ勢の必ず至る所にして、君子之を耽づ。乃ち観者をし 一言の浮を以てして、其事を疑い、一酔の溢も して、其の人 疑はし 。亦た 侍うるに足らざれば、則ち復た何ぞ文 以て為さん。藤君子常の草島義の孝を記すが若き、晶一皿し貨 侍うべき者なり。抑そも義の孝、世に宣著 るや、家
およ
兄子慶のカなり。京師 又孝状 刻 者有りて 問答聞益ます賢し。子慶壁び余は、皆草島氏に要る。而して義は乃ち婦家の傭慢なり。故に其の
はやいた
事を聞くこと、最も蚤し 而して力を効すを獲りて云えらく、嵯乎義風を聞く者、凶惇暴戻の夫有 と躍も、沸を墜とさざるなし。況や孝友畳弟吾が子常の若き者、其の相い感動すること何如たらんか 宜なるや稽賛措かず、百里に駕を命じ、屡しば義の鹿 過ぎ、親しく其の奉養する所を観、退きて嘆じて日く、至れる哉孝や、見る所、聞く所を臆ゆと。又調えらく、京刻の状、其の詞僅近、以て賓を記すに足 、以て後に侍うるに足らず。乃ち易うるに典雅の詞を以 復た益 に其の見聞する所を以す。是に於て事甚しくは膏に加えず て、情景益ま 虞となり、換然として光輝を生 夫れ子常 今の詞宗なり。我以て之を知るに足らざると雄も、而して濁だ其 停の朽ちざるを知るなり。然れば則ち義の孝世に宣著なるは、子慶のカに 、能く後世 施すは、子常の績か。我は何人 して、復た弁ずるに斯 言を以てす は 蓋観る者に先容す 、其の浮言溢辞 疑うこと無くして、斯に興起するを欲せばなり。
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【 】
サアリテ相続〆
E
さる後、富田や子をうしなひて、母にはかりで、義一儀兵衛二十歳の時、主人富田や何某、子なきゅへ一生得之貞貫故、気に入、成人之問、同所
富図星遊女スギハヒ一一
兵衛を子にゃしなふ。其家はあそびめをわたらひぐ一儀兵衛を養子に貰ひけり。儀兵衛は母の約束せし一養子に貰ひ候。右富田屋は宜からぬ渡世
ニウルサシト母ガヤリシヲ一一
さとすな が うたであぢきなしと思へど、母がゆ一こと
L
いひ、其頃は母も達者にて、介抱も入ざる一之者故、義兵衛心底には本意に非ず候へ
ソノマ弘デ'--
るしもどかんがくるしさに、さでありしが いっし一ときなれば、母の意 任せ、養子にはなり居けれ一ども、老母得心にて約束の事、尤其比は
3 -
かび斗ちわづらひて 引の市税げとも く三年たちぬ。一ども、人がらに不相感なる家業ゆへにや、うち績一母も達者成時分故、不得止事一旦 其意さあ て後、半右衛門が妻、をのこ をうめ 。後一儀兵衛十歳の頃半右衛門は相果けり。【一|一一】半右衛門は三十七年以前に相果、【一|二】
持-
長兵衛とよぶ。うみ出るまちとりて 丹波のそれの一儀兵衛元来家貧しく、其うへ幼年にして父に な一義兵衛幼年の節、貧窮に付、北野上七軒一さとへ、ゃしなひ子にゆづり、母は京北野富田屋そ一れしゅへ、其後の顛難いはんかたなし。七歳の時、一富田屋と申所へ奉公に出候。是は先達養国 美揖エテ一一一れがもとに乳ぬ にまかりぬ。其ゆかりに、義兵衛 北野上七軒富田屋何某方へ(茶立女抱をく茶ゃな一母同所に乳母奉公致侯事有之候所縁を以-デツチ奉公一
2
一も其家にわらはづかへしけるが、三とせばかりして、一り)奉公に出けり。是は、母其項其家に乳母奉公一て、右の通有付候所、【十一ーーニ-義兵衛母ト義兵衛トイトマトリ川崎村一一半右衛門うせぬれば、ははともいとまきこえて、里に一し居れる所縁を以てなり。儀兵衛主人へよくつかかへりぬ。一へしかば 主人も憐慰を加へけり かくて、十六
一歳の時にいたりて、母とともに奉公をひきけり。
一孝子義兵衛は、山城国葛野郡川島村、帯屋半右衛門一山城園葛野郡、西岡川嶋村二町縄手、孝子儀兵衛一一鷹司様御領京都西岡川島村之内、二町縄一といへるが子也 まこと 京四条の大路、堀川のほ一は、百姓半布衛門といふ者の養子也。実は 下京 手と申所に住居致し候帯屋義兵衛と申者、-惜傷-
1 -
とりなる、紙屋市兵衛が子なるを、生 てむつきな 商人何某の子なるを、出生のとき わらのうへよ一出生は京都四係通堀川西へ入慮、紙屋市がら、半右 門いだきとりてやしなへるなり り貰ひ 、養育せり。【一|一】一兵衛と申者之子にて、わらの上より川島
一村半右衛門と申者養子に貰ひ、【一
l
ニ
かはしまものかたり
西岡孝子儀兵衛行状聞書
孝子義兵衛記録
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奮闘畠・
は』もおやがりなげき、あるじはた、ふさはしから一き三年ほど大病を煩へり。それゆへ、相封のうへ、一に任せ候、夫故にや打績き三年程相煩ひ、ぬかにしといとおしさに、おしとみながら、むすび一川嶋、母のかたへ取戻しけり。富田やには甚惜が一例て相封の上川島へ罷踊り候。彼方も深
ノ樟ヲキレ舞兵衛ガ桔ホレシ情ホドナタ一一
しち色りどきかへしぬれば、むすびしやまひもとみ一りて、其後も親類同前にねんごろにいたしける。【一三く惜み候故、其後も親類同前に通路致候
一所、其所柄の風儀には少しも染不申候。【十一l
二 }
F D  r a  ' E A  
にとき 。-金快シテ後以前ノ釦ク一さてはかたのごと、人の回つくりてをるに、其年も、-四年ニテトリミナシ年貢一ことに秋のたのみうしなひて、みつきおさめんすべ園出入スル家
4 -
なさに伏見にかげたのめるがもとに、金か 出て
年実ノ催促
田ぬしがせめをふさぎ、
その金のつぐのひに、
と
せ其家につかへぬ。半右衛門がゆづれる物とでは、ねどころばかりのこ一儀兵衛至極貧にて、少しの団地もなければ 人に
商-
一ゃに、まづしきを残せるあとなれば、さだめたるな一雇る』を産業とせり。或は農業手停、あるひは泊-アルヒハヤトハル忌也一一りはひすべくもあらで、あるはよそのたがへしにあ一しめ、或は歩荷持、あるひは旅人の荷をもち、あ-ヨ グカゴカク-
5
一せをしぼり かち人のおも荷、旅人の り物に肩の一るひは駕簡を鼻、あるひは普請の手停ひ 小料理、
m
ノ手ツタヒ線役-
いとまなく、あるは家つくるたくみのざうやく、あ一扉風襖 張 、小使ひ等 何事にも厭 なく、
フルマヒスル家グイドコロ斜理スル一
るはあるじするやのくりやに、ことをとりなどして、一雇はれかせぎけり。【四
l
二
一日/¥をわたらんとす。
さすがにおもひなぐさめける。
ナデサスリェヵ‘ッテ
は』はそのほどより、手あし いたみにか』づらひ-弁ル也ヲカキ時ノ心ナガラ心ノマ‘ェナラヌ身ヲ
6 -
て、心はこ』ろとありながら したがはぬ身をわぶ
鍵兵衛ニノヨル所ナタ介抱セラレテ
めれど、身をもこ』ろ も いたりふかくやしなはれ で ぞ 、
毎朝
一義兵衛日ごとのつとめて、は』がおきあがらんまで-e
ガ食物ソノ外不自由ナラヌヤウニシヲタ也
一に、一日のわざしあはせ さて夏は涼しかるべく、園ヨタツ
7一冬はすびつのもとにいだきおこし、きる物こ』ろに
テウズツカハセ老ノ鍵
まかせて、きせもしぬがせもし。手水まいり、つくも髪とりあげ、朝飯す』む。
儀兵衛毎朝早く起、母の喰物遣ひ水、夫々に用意し、冬は手洗の湯、火煙火鉢に火をいけ置、その外用向の一式のこらず調達置て、働に出けり。母手足いたむゆで髪をゆひ、着ものを着せるまでも、儀兵衛せざることなし。【五|一】
い い
y勺九いまれものす』むるに、器きよらにす』ぎ、飯一母に食をす』める度毎に、先椀を能ぬぐひ清め、
をも何をも』るに、あらぬ物をやもしまじると、二飯汁、菜を盛に、一杓子もりでは能見、又一杓子
8
一例加ごとになをざりにせず。魚はかならず骨を り一もりでは能見 らためです』め、魚は、よくほね-カグンヲヨクスル-一すて、物々にえをあやまらずす』め、昼のタ まう一をさ す』めけり。【五
l
一 一 】
-タヅ子求メヌヤタニシテヲ一けに、水薪のそなへまで、たどりなくとしをきて、-ハタラキエユ夕方一今日なんそこにと、まかる方を告ていづ。
休ム聞夕ば弁ズ
一近きにやとはる』日は、いこふひまゆるへ 、二た一儀兵衛近所へ雇はれ行て 、休の聞を見合、一日一近所へやとはれ参り侯節は、
9
一びも三たびも村
E r - -
吹いりし、そなへかく事もやと、み一の中一両度も、かならず見舞にかへれり。母の不一雨度宛は、必老母見廻に蹄り申候。勿論
-惇母ヲ見ヌ聞ハ心ヤ カ-一あつかふ。身のつかれいこはむよりは、見ぬ のむ一快なるときは、三度も帰りて安否を問へり。しか一休みの聞を考 、少しも先方の聞 融不-ヲカへ"ミテ心ヤスムルガ身ヲ体ムル リマサ 也一ねやすむるがまさるなるべし。 ども、先方 聞を欠ざるやうにせり。【六
l
一 】 一 申 侯 。 【 六 】
10 さるあたりに、河川山内出するに、あた』かなる飯あ一儀兵衛近所へ雇はれ行、食につきでは、盛たる飯
母---
つもの、さながらぐし帰りです』む。一菜まで其侭宅へ持帰り、其あた』かなるめし 母
にす』め、我は冷飯をたベけり。【八】
アレ何ニモアレ母ガ軒ムモノ圃
遠きほどにては、魚にまれ何にまれ、口にそむかざ一儀兵衛つねに、食する度ごとに、一々戴て せり 一在中又は他所へ働に参り候節、先方にて
サナケレパ--
らん物を、ひそかに袖にし、さらでは、くだ物など一又いづかたにでも 魚類菓子るいなど振舞人あれ一生肴干肴又は菓子類の物振廻れ へば、求めかへり、一ば、大かた 持帰りて母に進めけり。人に語りて一自分 たベ侯檀に て し、ひそか 持
日の内に一
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毎朝はやく起侯て、一日の内の老母の食物、遣ひ水等、夫々に用意致。惣檀老母用意之一式、不残排置、其後働に出候事、多年の間一日も怠りなく候。{九】
-録ガ
'E
一肝ががんとが
M M J η γ
と、一日のものがたりして、腰一儀兵衛が母、六年己来両足いたみ、行歩も不自由一老母雨足をいため、行歩も自由ならで、
-母 一一一ひざをなでみさすりみ、かたてに湯わかして、足一にて、常病人なり。其いたみ、湯にて暖むれば、一年来常病人の事ゆへ、湿気暑気の時分は-ト実タラウヲイタハリヨケントテ母云一一訪れりんとこふ。ある時は、母その労をよぎ と、こ一和らぎて快ゆで大かた毎夜 腰湯又は洗足をさ 毎夜湯をわかし、腰湯又は行水杯丁寧に-シザウデ何そセズニ休メ 一一よひはいたみたはやすし。さて/¥休みてよとゆる一せけり。夏の行水には、その間も蚊を挽ひ、丁寧一致し遣候。【七|ニ-メパカリニ湯ヲカスエアラ一ズワガタメニ一ふれど、わざとま』の めかは、をのれがにこ一に扱へり。【三十一| 】一惣じ 年中或は遠方へ参り、又は強き働-イロイロエイフテガテンサセテ--一そわかしつるゆをとて、とかくこしらへてあらふ。一儀兵衛雇はれ行たる所 て 湯っかふことなし。一致候。いかほど勢臥侯ても罷障り候へば、-トハル与ワガ足アラフヲグシ
Z
シテ億三揚ヲツカハス一一
一さればいづこにカうる日も をのれが足の土を母が一是は、湯っかふ間もはやく帰り、母に安堵させた一直に老母の介抱にか』り、右の通り取扱-ヲ来レテモヨプ テ足アラフコトナシ 一
ロ一身のゆでくさとすめれば、あやまりても人の家にす一く、又母にこ』ろよく湯を遣はせんと思ひてなり。一ひ候て、自分に湯を引、火に嘗り、休み
そあらふとなし。一若遠方へ雇はれ行か、または強き働し草臥かゑり一候様の事は大形無之候。【七|三】
一しときも、そのま』母のかいほうにか
L
れり。比
一ゆへに、我は休息する時なし。母へ湯をつかひた一まへといふに、折により、母儀兵衛が太儀ならん一事をおもひ、よしにしてたもといへば、私も足あらひ申候、次手なれば是非ともにと、いひてす』め、湯を遣はせけり。【三十二|ニ
1 
左右
一冬の夜は母があしをふところにあたため、うらうへ-e
ヲヤスク子サセントテワガ身ヲスコシそウゴカサズ
日一のわきにもはさみで、いをやすくと じろきだにせ
ず 、
いふ。御振舞に預るは有がたひことなれども、母一障り必母に奥へ候。【四】にたべさせず、私ばかりたべますれば、あまり快一御ざりませぬ。かやう 存まするは、大罪で御座りますると云けり。【七】
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冬の夜は、母の両足を、儀兵衛我懐に入てあた』めけり。格別寒ずる夜には、両協の肌 はさみて、身の動かぬやうにし、母を熟睡させ、我も其侭にて裾に履 【三十一
a l - -
】
【 七 | 二 】
又寒気の時分は、夜具も不自由にて、老母夜分を凌かね候へば、老母の雨足を懐にいれ、熟睡致候まであた』め、寒中に至りでは毎夜其通りに致し。
億一夏にありては、なるかみをことにおそるめれば、は一儀兵衛京都あるひは、近村へ出る途中にて、俄に-a
兵衛母ニ-
一るかの音もむねさはぎて、いづくよりもとく帰り つ 雷鳴か、また大風大雨降んとして、空の気色をそ-母ノオソレフルフヲ一
日一とそひ、いだきもして、わな〉きをしづめぬ。一ろし気なれば、そのま』家に帰り、母をまもりで
一側を去らず。雷甚しければ、母をいだきしめて居一ける。左ある節は近所の人も、かならず来りて力一を添ふるとなり。{十六】
一 さ る か 一
mM
ザひ、おほかた母がやしなひにつくすめ一しかれども、わづかの賃銭を取て、母と我と二人一義兵衛右之通至極困窮之事故、自分は粉
一れば、をのれはゆるごとて、おほかた牛馬に みか一が渡世をする事なれば、我は祁又はゆるこ飯、或一米又はゆる粉の類のみ食し候て、老母へ-ノアラキモノヲ食スルヲ努ニ見-一フレジトマギラカス--一ふものをくらひ、さるやうみえじとまぎらはすめる一はゆるこに菜を切交、雑炊にして食し、母へはか一は相懸の食物調へ奥へ申侯。自分の衣類一が、ともすればお
W
だになくて、はらむなしくて
u m
一つて知らせず、母と同じ物食せるやうにして居け一惣じて身の廻り 随分見苦敷を厭ひ不申
-総兵衛一ばる』に、は』みとがむるおりもあれば、いと一る。但しゆることいふ 、もみずりの時出る米の一候。母へ カの及だけは、衣類高端心を園ウヱタルケモナク鎗兵庫剛冨--一さりげなくて、けふ その家にめさ て、はらみち一屑なり。ふさくなる一付あてがひ申候。一 ぬ と
o m u u
抑 制 部 一
u r
る。すべて心うからん事をば、但し粉米は菜をきりまぜ、雑炊に致し
日一母にはふかくへだつめり。す』り、ゆる粉と申は、もみすりの時
に出侯米の屑にて、凶作の悪米に多く出候ものにて、貧民にでもたペかね、大方牛馬にくわせ侯物にて、是を義兵衛年中の食 致候。少し でも身をつめ、母の震にと心を配り候事 侯。
-カクアレパ一さは日とやすく暮 日なく、時とあだにうつる時な園ウタるネ
日一く た
Y
蓬のまろねの露のまのみや、っかれのいと
一 ま な べ に 。
稲の中にでも実いりあしく、
または凶年の悪米に多くいづる物なるを、
懇なる人あたふれば、貰置、儀兵衛食とせり。されども折には食物たらで 我は食せずして居る事有。母儀兵衛に、何とてしよくせざるぞと問へば、団 地今日は知人の所にて ふるまはれしといふ。母実とおもひ、悦び安心せり。斯我は甚身をつめ、母の衣類食物等相躍に、足らざる事なきゃうにと
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ヒシトツマリテセンカタナキ寸せめて事ゆかぬおり/¥は、ひそかに銭かりで、カリタル飽ノキリ目録ガ知ユへ也つくなふきりの日近づけば 宿にこはれんが心うさ一うにし、
院カシタル家三分一-
に、とく其家にこしかがめて其半をも、三つがひと一を心とせり。
学そ三分一モナキ寸
つをもかへしおさめ、さばか もともしくて 、
口 一 傑 創 刊 以 似
MM
同駅昨日
u h q v
ベ司切れなひのベてよと、
カシヌシイグレモ聞イル与
せちにねがふをおさ/¥ゆるさぬなし。
心を壷せり。儀兵衛折には、物喰ずして、顔色あしきを、懇意の人これを知り、食を振舞ことも有と な り 。 【 四 | 一 一 】儀兵衛常に、
母の気っかふ事は、
何事も聞さぬや
母の心に、
よろこび暮さん事
憂ひなく、
然るに、
儀兵衛身上不相躍の借銀あ
れ ば 、
節季に書出し等を受ては、
母の憂感ことを
お そ れ 、
物かりし人へは、
節季の三十日も前に、
其断に行、あるひは少々にでも 内渡しに銭を渡し、或は雇 行 其賃銭を以てさん用し 兎角して、借銀ある事を
母の知らざるやうにと、
'し、
を
くだきける。【三十】
一さればさばかりわびしかるべき年月を、母は忘れ草一儀兵衛が母、毎朝、日に向ひ奔し、神偽を奔せり。E
ヨソヲウラヤマヌ母-
一つみて、ょにうらやみなく、朝ごとに出る日をおが一又儀兵衛に向ひ奔みけるを、儀兵衛、何とて左は一み、神だな持傍をおがみ、はてには義兵衛をおがむ一したまふぞと申ければ、母 そなたのあまり世話-舞兵衛云モツタイナヤ録云按ガ一一を。あなかしこや、などさることをといへば、なが一に成ゆへぞといふ。儀兵衛勿腫ながり、よしにて一カを我につくすが あまり たじけなさにとて、猶一下さりませと、断を せども 閉ざるゆへ、心-槌兵衡母ガ一一やまねば、 がちにもあらがはで みぬかた よ一任せになし置、儀兵衛は、かげより を拝むとな-オガミカへス母エナラヒテ ガスルゴト
同一り、かへしおがみすなり。をのれはたならひてすな一り。親子ともに、信心者にて、朝夕の拝稽怠るこ
-タオガム
e z
、次エ一
一るが、母もしおこたるおりは、かはりてつとめ さ一 なし。朝は、日輸を奔し、神の棚にむかひ奔し-ワガ札価押ヲスル-一らに又わ をつとむ。 傍檀 参り奔し、知る人の戒名まで一々 称へあげ
一て回向せり。夕方にも又、偽檀に向ひ、知る人の一戒名まで一々となへあげて廻向せり。もし母不快
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【
ー・-
高シヲキタル米
E
たまたま外よりかへり、わづかにと三めし米かしか一飯米として、績蓄へ置る米を、儀兵衛が留主の問
米ノ
29
ナシ続兵衛云-
むと、米びつをみるに、そこをはらへり。あないみ一に、母のこらず乞食にあたへけり。儀ひやうゑ帰
傍ニシラ一セズ貫一
じゃ。けふは善根 くし給へりとて、米ひそかにか一り、飯をたかんと 器もの』ふた 取、米なきを
勿箇-
幻一ふことしば/¥也。人めぐむにそむかぬは、ろなう一見て、今日は能報謝が出来ましたと、母のこ』ろ
一さもあるべし。一のいた ぬやうに挨拶し そのま』出て、米を才
一覚し、もとめかゑり、飯をたき母にす』めけり。かやうなること折/¥にあるとなり。【二十四】
量スル鑓兵薗田
母が
V U
ノたくせる猫あり。をのれはたらうたくせし一儀兵衛が母猫をすきて、畜けるが、年を累ね大き
が、猫の老たる、ともすれば老人にた』りすと聞て、一に成、養ひ多く入けれども 母の愛せるゆで儀
20 
いたづらにかへしやらず。
母 とよりほどこしを好めり。
家内エ何エテモ重シカラヌ駒ナシ
日 -つけて、物とともしからぬ物なきに、人のをくり物、
義兵衛そのこ』ろを
おほ た親しきにわかち、乞食かたいの門に物こふ 、
なるときには、儀兵衛、母の奔礼の名代を先つとめ、後にまた我が拝礼をするとなり。【十八】
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儀兵衛が母、貧窮の中より、人に物やる事を好めり。儀兵衛承け順ひて、違ふことなし。此ゆへに、何にでも到来物あれば、親 人のかたで配分せざる事なし。【二十二】儀兵衛が門へ乞食来り、ものを乞ば、かならずほどこしあたふ。其度毎に、母 後世の為と念じ念偽申てあたへけり。たとひ其日食べきほどならで米の貯へなきときにでも、あたへざることなし。又、金略なる言葉っかわず、少し 軽んじ侮 事なし。【 三}
こ』地やすからず。いづかたにもい的桝苛りてよと吋一兵衛も愛して、丁寧に畜置けり。若料理事に雇はへど、がすでぐるしうしける。さるおりに、近き里一れ行ば、魚烏のわたなど貰ひかへり、煮と』のへの人、其猫からばやとこふに、村
M M J
してがるしぬ。一て食せけり。母是をみて悦べり。しかるに、或人
一p t u
智わすれかねて、おり(義兵衛をやりて研一儀兵衛に語りけるは、か様なる古猫は、人を害す
一せける。技句読一民甘い一一う肥たりといふに、球い日以ず一る事有、殊に老人の側には、畜まじき物なりとい一なりぬ。ねこにだにかくはなれうくする母なれば、一ひければ、儀兵衛是を聞てより、甚をそれ、気づ
n
一むベ義兵衛が心づかひふか』るべし。一かひにおもひ、母の機嫌を見合、猫を何かたへ成
一とも、遣りたまへかしと、願ひけれども、嘗分は一得心もせざ しが、其後半里ばかりへだ、ふりし、都村の知人来り、彼猫をかりたきよしいひければ、母得心して貸ける。斯はしけれども、剛染 猫ゆゑ、折々はいひ出し、儀兵衛に猫を見に行といひければ 儀兵衛母の言葉にしたがひ、早速 見に行けり。猫彼家に馴染、肥そだちければ、かへりて母へかくと ねんごろに語れは、母悦びける。
母を安堵させけり。【一一十
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其後も両三度見に行て、
九
この叫とは、時にはにかよふゆき』たえず。よひ暁一儀兵衛住居しける二町縄手は、丹波街道にて、旅一川島村は丹波海道に有之、義兵衛住居致一となく、即日目悦け八もとむるなどは、ひるのあたひに一人の往来あるゆへ、夜に入て 、駕簡、小揚雇る一候二丁縄手と申は 則堅木原 宿より桂一は、叫ん崎りお村めれど、は』さう介
w U M
りにて、日一人有、夜は其賃銭昼よりは多く得れども、母へ其一川(江)出候道ばたにて候故、夜分も不
一ぷ同対話料ぷ己的叱加が威、
MWV
て人にゆづり一よしをいひ、ゆるせば行、ゆるさざれば行ず、三一時に駕龍小揚等之働有之候。其時は必ず
お一てやみぬ。一度に二度は、母さびしがりて、大かたはよしにせ一老母へ其趣相尋ね、ゆるし候上にてまい
よといへり。其時二言といはずとど広り、側をは一り候。臨時に相思の鳥目 得候えば、則なれず、はなしなどし、なぐさめけり。【二十八】 孝養の助け な 候へども、三度に二度
老母ガ心セハシタイレル猿兵衛ガ'おひ/¥しきこ〉ろいられに、遠きにまかりし日な一儀兵衛雇はれて、京都或は伏見などへ行て、用事一雇れ候て京都伏見等へ参り用事隙取、夜
母得ヨラへズ一一
ど、今やと待ほど過ぬれば、えねんじあへず、杖右一隙どり、かゑり遅くなりしときは、母待かね 行一に入かへり候節は、老母待わび、行歩不
義兵衛、何ユ内ヲソキ
IF--
左につきて、この子はなぞやとくりことしつ』、一歩も不自由なれども、杖をつき立出て、今日は何一自由ながら二本の杖にすがり、半町計も園義兵衛ガ
a m
ル遭へムカへエ出ル也一-
一かへらん道によろぽひ、とみかうみこがる与が、は一とて、こちの子が遅ふ帰る事ぞと、くり返しいひ一出迎候所へ障りか』り候へば、何にでも園縫 衛ヲ 云ヨタカへりシト -一るかにみつけては、帰りぬやようと、なみだぐむベ一もて、小半町斗家を離れて待居けるとなり。儀兵一相躍の土産を直に相渡し、老母を悦ばせ国兵 ミヤグトリ出シ一-一し。ま〉やとはしり り、山づ などとうで、手と一衛 常に母をかく様といへり。母儀兵衛がかへり一申候様子杯は、村内の者毎々見及び申候。園カおへ-
民一り腰さ〉へてかへるさま、めでたきおやこの契やと。一しをみて、能戻てたもったのふとて、涙を落せば、【十】
みる人かつわらひ、かついと しがる。一儀兵衛は母のむかひに出しことの有がたさに、な
一みだををとし、互に物も得いはず、封し立たるを、一近所の人々是をみて、先うち笑へども、心底に感一ぜざるはなし。斯母迎ひに出れば、儀兵衛調へ帰一りし土産を、其所にて渡し 母をなぐさめけり。一夫より手をひき あるひは腰をか
L
へなどして、
一家にかゑれり。{十七
lニ
イツモヨリヲソキ
一日丹波へ炭とりにゆきしが、例かへるほどこえぬ一儀兵衛或時、丹波へ炭を敢に行けるに 荷重くて
凪跡傍鑑兵衛ニイフ-
るを、はらだたしげにて、などさはをそかりし、待一い も暮時に帰るを暮半に帰りしかば、母待兼し
胸ハリテ会ガユカ男一
ほどのくるしさに、むねみちて、物たうベんこ』ち一ま』 、 衡をみるといなや、何とて遅なはり
世方ニテ一宿セヨサウ一
だになき。今より一夜とま せよ。しか定めて、ま一しぞといひければ、儀兵衛今日 、あまり荷の重
評鍵兵衛ガ夜山路ヲ一
たぬがまさ と そ はらだちするは よるこえむ一さに度く休しゅ なりといへり。母いふ。ユタヲアプナタ思也砲兵衛云ハラダチ山路のあやう なるべ 。こ は のむつかりゃ。
左には
じゃうだんして居たる成べし、
あまり
あるまじ、
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は老母淋敷思ひ、無用に致し侯様にと申候へば、二言となく相止め参り不申候。【八
キグントル也睦'
お一荷のおもさにとこしらへなごめて、例のむつものが一かへり様が遅ひゆへ、積気がをこり、物もまだ食
たりになりぬ。一はぬ。かさねて行ば、一宿がけにせよなど』いひ、
一甚機嫌悪かりしとなり。是は、山路ゆへ気づかひ一にをもひてなり。儀兵衛とかくのいひわけせず、一御主で御座りますとて、母の背などなで摩、介抱し、土産にと与のへ帰りしあみがさ餅をす』めしかぱ、母機嫌なをり、戴きて食しけり。それより儀兵衛も飯を食けると也。【十二】
かくしつ
L
よろこびをとるに、母もおさな子いとお一儀兵衛働に出るに、暖なる日にでも、母老衰の身
しふやうに、冬の朝など、さばかりさゆるともなき一なれば、さむく覚へ重着して行といへり。儀兵衛
ワガ寒ザニ鎗兵衛ヲ邑ヒヤル也母イフ-
お一に、老の身をつみて、けふは衣かさねてまかでよと一其言葉にしたがひ、かさね着して出、知れる人の
-a
兵衛衣ヲソツト一
一いへれば、うれしととり重ねて、部にやはらぬぎて、一かたにて、一衣をぬぎ預け置、かへるさに又本の-母ガアハレヒ心ヲヤプラヌヤクニスル-一帰せに又かさねて、かけても親ご』ろそこなはじと一ごとくかさね着て、家に帰る事折々にあり。【十五】せ 。
母
は』がいたみひまあるほど、濁やどもるに、義兵衛一又折には、母儀兵衛が衣類を 留主の間にあらひ
続兵衛-
u
一が衣あらひなどしをけるを かへりてみ は、よろ一置事あり。儀兵衛それを、そこらあたりへ風聴し
フイテ一ウスル-
こびのあまりを、あたり/¥にいひこぼすめり。一て 大に悦べり。其の様子、常に親子ともに、よ
一ろこび暮せり。【十七|四】
縫兵衛ルスノ時母
ze
鎗兵爾ガ
母もさるおり、人ありて物 ふれば、かならず帰る
母云ゾンデク英人ガタマヒタル健兵衛
Z
ミセヌヲチ'
羽一を待て、これそがたびたるよと、みせぬかぎりは、
-恩夕食フベキヲヨラへヲルくだ物いそぎもねんじをる。
..... 
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若儀兵衛が留主の間に来れる人有て、母へ土産をあたふれば、貰ひ置、儀兵衛が帰るをまちて、其貰ひたる物を見せ、風聴し悦びたベける。【十七|
ザタ也築家ノ下人
一日人の家にうすっきしに、ゃっこら居ならびても一儀兵衛常に出入する家に客人あり。其客儀兵衛がのくらふに、義兵衛のみ、かまぞこの湯をす、ふりを 米ふみにきたり、食につき、飯のかわりに飯のゆ
縫兵衛ガメシノユスるルヲメシタキ女召一
る。まろうどあるるが、あやしとみて、かしきめとをくひける故、客心をつけてみるに、不快なる様
マサ引テ-
して、村山山討のこ、やがるともみえず 人よりけに一子にもあらず。強き働きす 者の斯するはいかな
伺ユへゾ女云一
たけうはたら が、いひくらはぬはなぞととふ。さ一るゆへぞと、其不審なる旨を、下女 かたりけれ
m
一川昭、河川いせこたる.母あり。そのは』宿にいひくら一ば、下女云、儀兵衛に老母あり、其老母、粥をた
嵯兵衛-
へば、かれもくらふ。母かゆくらへば いつ 一べられしときは、儀兵衛此方へ参りても、飯のゆFノトクスル録ガ聞クラフハワガ好ミ=テクラフナレド
' t a
兵衛ガ心ヲ云-
ν
かせザ。れ仇は其このみなれど、母にうすきをす一を食ひ、老母飯をたべられし時は、儀兵衛も飯を
』めて、をのれゴ伊きをたうペむが、心うきとなむ 喰ひ申さる』なりと語 。客是を聞、さ はいふとかたるに、まろうども涙おとしぬ。一兼て不審におもひしが、尋常の人にはあらずと、
それよりいよ/¥儀兵衛が行ひを察るに、母を安んずるの事にあらざる事なし。【九】
一立』ーばかりのころ 委をむかへけるが、心モトナシうしろめたしとて、三十日ばかりしてにてかへし、
妻ヲムカフル心ナシ
さて後はさるこ』ろなし。
儀兵衛十年以前、近所の人の世話にて妻を持しに、一八九年己前、近所の者の世話にて妻を迎其妻、母へのつかへ、儀兵衛がこ』ろに合ざれば、一へ候所、其者老母への孝心無之、姑の心唯三十日ばかりありて、ねんごろに断をいひ、親一にも叶不申、間柄も不宜相見え候故、五元へ戻しけり。其後は無妻にて暮せり。【十四】一十日 かりにていとまを遣し、所詮老母
一の心に叶ひ、自分の安心に相成り候者は一無之とて、夫より今に無妻 て暮し申候。
【 十 三 】
母のつかへ
其ほどにゃあるらむ。
30 
実 拠 地 エ ア ラ ヌ
人ありて、特立担がらき世をわたりて、あらぬ人はさ一十除歳の頃、縁類 人い 。汝此年月苦労する
実母ノ家ヲタズ子テ其家エスマパ貧シ一
ぐ』む はれさよ。まことの親たづねたらんにはさ一といへども、段〈貧窮におよび 甚きのどく 息収どもさるうきわざはのかるべきをとほのめかす一へり 京都に実 親もとあり 此かたへ連行ば、
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院鳥島剛トメテ一笑コトヲ知テヲルベキ人ニ
に、おやしと耳たて』、猶さるべきひとに問あはせて、はじめて事のよし制
UV
めける。城川町村みじゃ、
実母ノ且ヲ思フ也うみの子にもまさりて、
儀兵衛人に語ていふ、
相懸の世話もせらるべしといひけるゆへ、
儀兵衛
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不審におもひ、
親類の方にて聞合などして、
は
じ
めて養子なる事をしりぬ。
かうをつくらひ給へるを、
今マデヨ"-
おろかにもすぐしつるよとて、ありしより、いまひ一我今まで実の母とおもひしに、産もしたまはぬ我
続兵衛心エ業ヨトヲ一
出一ときはおもひまさりける。さはいへど、き』つやと一を、かくまで愛しける事の有難く、いよ/¥大切
-母 一- 岬 山
U
持
U u h M
とりたまはむには、いかに心ぽそから一に成しといへり。【十
l
二 】
ルトシラレヌヤウニ心ヅカヒスル実母ナラヌヲ一
んと、いたく心しらひしける。は与はことものなる一儀兵衛人へかたりていふ。母日噴我を産しは五月
泊四兵情エソチヲ産シ寸カタカタアリ
ν
ト間ル也-
を
M
引れじとて、うみしきはのなやましさなど、ま一にて有しが、ことに産の重かりしといへり。斯申
縫兵衛心暗子ノ心ツカヒサセシトノ慈愛ニテサヤウノ一
ことしくつ£くるを、へだ あらせじのうつくしひ一さる』は 身にあまりて嬉しく候に、誰にでも母
セラ一ル?恥・カタジケナタ思へド強カタジケナタ思フヲ色ニ出サズ一
とりかた けなきもをしこめて、わがきかんまこの前にて物語のとき、不園我養子なる事のはなし
思慮ナク業民地ナラヌヨトヲキミヲロ一
に、和ほなく人のいひあらはさんかと 母が一など出申べきかと、常におそる』所なり。若我其タ臣フペキ母ハサモナタテカへリテ続兵衛キミヲロク思フ也カヤウエ銅脇田ナル心ヲ心のおにをわがむねにをけり。し せちなる心、
母の心細からんと気
な一事を知りたりと思はれなば、
づかひにおもへりといへり。
【十二
べての親しきが中、うと きはにも っすめる。かのしぱしの後のおや、富田やのあるじ、義兵衛を一儀兵衛を養子に貰ひし、北野富田屋何某、儀兵衛一無程其亭主相果、段々零落に及候へば、かへしける後、ほどなくうせぬ。義兵 その妻のた一 川嶋へ戻 て後 ほどなく相果 それより次第一盆親切 致し遣候。今の後家三年己前大
子ンゴロカハヲズ一一
つきなさを、思ひやりなげ て、むつびさまさず 一に身上衰、困窮に及びければ 儀兵衛策のどくに一病を受、誰か力を添候者も無之候故、義タソヨナタソノ嚢モ
x--
あふな/¥こ』ろくはへけるが、そも文おもくわづ一 ひ、ま /¥親切にしけり。しかるに、其寡一兵衛参り、前後四十日計り介抱致候。死らふが、は ハ¥し みあっかふ人もなくて、義 一婦 比三年以前大病を受 ゅへ 儀兵衛かたへ 後見届け遣し候。其聞は川島にて老母一
カヤウカヤウノナンギトイヒヤレパ縄兵衛聞ズテニシガタク思テ一-一
一衛にしかうれへやりければ、聞すぐしかねて、は』一看病の事を頼こしければ、其事をつぶさに母へ告、一人故、近所の心安者を留守人に頼み置、一にいとまきこえて一夜は北野に 一夜は川島に、二母得心のうへ、看病の と肯ひやりけり。川嶋よ一尤老母の食物も無之候に付、平生出入候一里あまりの道を、四十日ばかりがほど行かへり、母一り北野へは、道のほど一里半齢も有所なる 、こかたを廻り 米一升二升づ』賃銭の先き司ワガルスノ内不自尚ナキヤウエスル富図ヤ痢婦-一には、そはぬ のま けを朝ごとにいとなみ、やもめ 夜 北野に宿し、一夜は川嶋に宿せり。川嶋へ帰一借りいたし、取集め老母に渡し置候て、Eye--
居ヌ夜桐蝿ノ位モトエ型心ヲノヨス一一
ロ一には、まむらぬ夜の枕がみにたましゐをのこして、一るには、タかたにかゑり、明日は母の用事しまひ一北野へ参り候。右四十日計の内、北野よ
ノコト後ノ桂事マデノヨル所ナタシトグル一一
いまはのきざみ、後のわさまで事 たしぬ。一て 早く北野へ行けり。かくのごとくなる事、七一り川島迄鈴程の道法り 所を 度々老母
一.... ・
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十日計の聞なり。看病のこる所なく、死後までも一見廻に障り、菓子肴等土産に持障り、例見届、懇に世話しけり。其聞は働きもならざれば、 の腰湯行水等迄、丁寧に取扱ひ、南方の川嶋にて常に出入する家々をたのみ、日傭賃の前一心遣ひ残所無之候。(但し、暫右の所に罷がりとして、米一升二升、又少づ』 銭をかり 一在候故 小料理を致候畳は 只今 渡世富田屋よりの助力、彼是取あつめ、母の養ひにわ一の助けに 少々は相な 申候。)【十一ーたし置けり。北野より川嶋へかへれば 土産の物をす』め慰め、且い?ものごとく、湯っかはせなどし、丁寧に介抱せり。【二十七】
弟
この十年ばかりのさき、丹波にありしはらから長兵一儀兵衛が弟長兵衛は、母の実子也。出生のときよ一老母の賓の男子一人有之、幼少より丹波
テ長兵衡養母ヒキツレテ一一
一衛、いたくおちあふれで、めおやとむすめぐして、一り、丹波へ養子にやりけり。其後丹渡よりは通路一へ養子に遣し置候所、此賓子甚不坪もの-縫兵衡セヲエシテ一-一義兵衛がすへたどり帰りしを、そのほ りにすませ一もせざりしが、十年計巳前二月頃、長兵衛不仕合一にて、是迄貨母方へは一向見廻も不致候一しが、猶ヨ叫「フるほしかねて、又伏見にうつり、一ゆで一人の娘を連て、儀兵衛かたへ引越来り、一所、去々年丹波の身上相仕廻、其上永々一猶わたりかねて、めおやは義兵衛 おれが 、川島 又其翌月、長兵衛我養母をむかひに住伴ひきたり、一の癒毒相煩ひ、立寄方も無之候に付、川-擁 一-一へっかはし』を、小き家かりではぐ』みぬ。長兵衛一川嶋に家をかりで住けり。其後、長兵衛親子三人一島へ障り来り候へども、老母年来之不届-下男奉公薗毒 一一はむすめつれて 京にやっこつとめしが、けちどく一伏見へ引うつり、三四年ばかり居けれども、又不一を怒 向門口 も寄せ付不申 。義一のやまひして、内出労ら人となり、めおやのかたへ 知意に成ける へ 長兵衛が養母を、儀兵衛世話一兵衛此由を甚気毒 存じ、老母には隠し-長兵衛ヲ僧ミテカマハヌヲ 一一たジよひよりぬ。義兵衛が母は すげなうよそに し、ひそかに 川嶋に小家をかり、住せ置ける。一近所の小屋をかり受、ひそかにいれ置、一すぐせるを、ほかぶ( がやしなひをわかちをる一長兵衛は娘を連 京 奉公に出けるが、其後 主困難の中よ 案一升二升づっ送り遣し、-縫 衛--
お一ほど、かの病に但馬のゆあひよしとき』出て、わが一兵衛病気にて、奉公も勤まらざるゆへ、川嶋、我一半年計りも養生致させ候へども、快気不
一きる物あまりなく賀川町て、ゆあひのつゐえまかなひ 養母の方へ来りて、同居 けり。初よりの段々 一致候故、色々心を壷し、但馬湯治可宜旨-ハツキリトミエテサツハリト快
-E
一てやりけるが、し しいちじるく、さはやぎてかへ一儀兵衛 心には叶はざ けれども 長兵衛が一承り出し、自分のわづか一重有之衣類等一り、又京にやタ」して、めおやがやしなひ つぐめ一困窮するをいたみ、儀 母 かく 、奏米一升一質物に遣し、銀 十匁計り才覚致候。但-他人ムキ一り。義兵衛が母は、かくわが子はおほよそものにみ一二升づ与、ひ かに送りつかはし、高事心 付い 馬へ入湯致させ 漸漸本復を得、只今は一なし、 を粉
V
の』やうにぞしける。かくて、三月ばかり経しころ、但馬一伏見にて相躍の片付有之、渡世致し居候
たはりけり。
の湯治よろしきよし、儀兵衛聞出し来り、不自由一へども、下地と申し、是も養母一人有之なる中より、銀武拾目才覚しと』のへ、長兵衛を一候故、一向義兵衛助けには相成り不申候。入湯に遣ける。其 るし有て、一まはり計に快な一【十四】り、夫より次第に達者に成けり。長 、今にては奉公をつとめ、其給銀 て我養母を養ふとなり。【 二 十 六 】
園周川島イフ一如叫がた古川げようありてゆくに、わがさとなるはさ一儀兵衛京へ行とて家を出るに、所の老人な-ズイザゴザレ-一ら也。相しる老人などのゆくにあへばいざたまへと一どの他行するに逢、其人わらづと風呂敷包の類、-アレ縫川川崎ノ東ニア
9-
一て、もたる物、何にまれかひとりて、控の たりあ一何にでも持るものあれば、直に預り持、あゆむに一やまちあらせじと すけ、さてをのれは、いそぎの一も老人と同じゃうに、ゆる/¥とあゆみ、桂川の-老人ワガトヲル遭一一っかひなりとて先だっに、そ がゆくかた わが道一わたし舟、けがなき様に介抱し 舟をあがれば、-ナレパ老人ノ鞠ヲ我モチテヲル也ソレヲスグニ老人ノ行サキへト一
M
一ゆきぶりなるべきは、も る物やが そなた 停 一預りもてる物を渡し、倍御先へ参るよし、ねん頃-S
ケル
一やる。 にい わかれぬ。若其人も京へ出る用事なれば、
一其持る物、やはりあづかりもち、いそぎ京へ出、一其先々へと
Y
けやりけり。在所をいづるにも、在
一所へかゑるにも 我荷すくなき時、知れる人の、一荷持ちたるに逢へば 木一把なりとも、る事なし。【二十二
不 園 、
助け持ざ
カタ心ヨタ鞠トばタルニアヂへテ川島か』るにあまえて、其さとのみにもあらず、道する一儀兵衛京都へ使に出る時、所の人はいふに及ぼす、=尽都へ使に参り候節、所の者見掛候て、
得テヲル宥練兵衛ニイフ--
近ほとり、義兵衛が使する待いで』、これそこへつ一近村を通るにも、見かけて、届も 買物等頼めば、一幸便に届け物買物等頼み申候へば、下京
買物ヲタノム也--
たへなんや、その物そこに買てんやなどあつらへむ一下京への用事にて出るにも、上京の用事など頼ま一へ出候節に、上京の事杯の方角違之事に
業トポケ輯其買鞠轟兵惜ガ行サキトハ方角チガヒニテモ韓兵衛-一
に、行かたはるか そむけるをも、つゆいとはしげ一れ、大きに方角ちがひたる所にでも、こ
L
ろよく一ても心よく受合、終に断申侯事無之、買
RFS
ケ物質物エヨリテカへル時珂一一
なくうけがひ、もし其事により、帰らんきざ をそ一請合 其頼まれし用事にて、帰り還なはるへきや一物等排じかね侯へば、方々と捜し求候て
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鋤
9
オソカラントアツラ一へそノスル目
かるべくはかるおりは、母にしか告てよといひをき一と思ふ時は、母のかたで其よしを告たまはれと一なりとも、是非に用事を達し鵠り候故、引 い
1
以円。はいいヰ弘“幻前へたる、あるはかふ物のいといひ置てゆきけり。買物調兼るときは、方々をさ一村方の者甚調法致し申候。其の賃銭は先
ト省カタシレヌナリナキナ"と
Z E
ズアツヲへ 一
れかたになきなど、猶あらずたづねもとめ 、なを一がし、調へかへれり。それゆへ、半日にて帰るベ一方より心得候て送り候は格別の儀、此方
グエセズザヤウノ寸モ--
一ざりにかへらず。さるおりも、人其あたひとであた一き事にも、一日もか』れり。其幸便の賃銭は、心一より請候様の事曾て無之。伺て無用の骨
お一ふれば'戸く。む日科とてこはず。一得て遣はせば請、儀兵衛より乞ことなし。常に、一折を致侯上、半日の出京に一日も懸り、
一斯のごとくして、人の頼める事を、こ』ろよく請一或は空腹にて甚難儀致候事毎々有之候へ一合、終に断をいふ事なし。それゆへ、人重賓せり。 ども、曾て色目に額はし不申。心なきも
【二十】一の共は常に義兵衛出京を心懸、自分の骨
一を盗み候様に致候へども、是以毛頭いな一み不申候。是等を以一通りに察候へば、一銭り律儀過、愚かしき方に相聞え候へど一も、間分相躍に才智も有之、諸事小才覚一にて取廻し宜敷、その所慢までも在郷め一き候所は無之候。たゾ生得之篤賓温厚故ム自然と右の通りに有之候事、是又珍敷儀にて候。【十六】
遣方ヨリタヅ子タル人一目
一さ抗的とありとをのづから聞ったへて、遠くたづぬ一儀兵衛孝心成事は、近漫に隠れなし。うす/¥聞一往来之人義兵衛事を薄々承 及侯者、其
羽一る人の、孝子ゃいづこととふに、いたけなき童も、一及びたる人有て、其村にいたり、此在所に、親孝一漫にて何とか申孝子の家はいづくにやと
一義兵衛が家ををしふるなり。一行なる人有よし、其家は何れぞと尋ぬれば、小児一尋ね候へば、小見小娘にでも、義兵衛方
にでも、儀兵衛が家を教へけり。【三十三}をおしへ申候由承り候。【八|三】
十年ばかりのヰしかた、義兵衛おもくやまひせるに、一儀兵衛十三四年前、二年績て大病を煩へり。漸快一十箇年程以前、老母義兵衛雨人とも一時うちつぎて母またやめり。其里、はたちかき、塚原一気に及ぶ頃より、又母病をうけ、一年ばかり煩ひ、一に大病を受、長々難儀に及候事有之。近下桂のさとに、心あるかた《¥がなさけに、から一難義せし事あり。其節、在所中は勿論、近遇、塚一遁の塚原村油屋源兵衛と申三人之世話に
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うじて二人がたまのがはヅぎぬ。村山けか肘
τ
幣ごろ一原邑油屋何某、樫木原村塩屋何某、下桂村油屋何一て、漸々母子とも本服致候。伺て右三軒
一根市川ヲてならず思へるが、いひあはすともなきに、一某等の世話にて、漸親子ともに本服せり。さるに一に鶴程の借銀出来候所、二人とも義兵衛
幻一そこばくかせる銭なるを、し
h v h
るあと貯の対へに一よって、右三軒より、除程の借銀せしに、比三人一之孝心貞貫を感じ、申合せも不致候て、
皆けしぬ。とも、儀兵衛が孝行なるを感じ、いひ合たるに 一皆々 帳面をけし遣し候。【十二】
あらねども、いづれも帳面をけし、返済に及ばぬ一よしをいひて、済しっかはしけり。しかれども、一儀兵衛、二季の際には、丁寧に、返済延引の断を一いふとなり。【二十五】
孝子ト見シル入金タ
さはまなこもたる人、またくなきにしもあらねど、心ヲイレウチカぉリテ世エシラセントスル人モナクとりたて〉あらはすもなくてすぎぬ。大坂聞学校の
オモグチタル
中井のぜんぜう、かの里のむねとある、草島の何
サリガタキコトニヨリ
しにゆかりあなるが えさらぬことにより、しぱ
草島中井鑓兵衛孝行中弁
/¥其家にかよへるに、かれがみさほ常ならずとめ
中弁心ザヤウニ孝ナル者ノ貧シキクラシ
と
Y
めて、さる者のさる朝夕をわたらんがいとおし
世ニシヲ一レヌそアタラモノ
く、さてむもれたらんもあたらし。
いかでいかで、
草島氏ノ主人民
きこえあげまほしとて、あるじし相続ン庄ヤ御領主へ申上
ろなる何がしにはかりごち、里のおさをそ立のヨトス与ムレドモ庄ヤ云かしうごかせれど、 げ 上は立か おさにて、例
オソレアリト
きこといひいでんが、おこがましくかしこしと、う
中井心サウアリトテ幾ヒキウケテ曾上スベキエアラズトテ
けひくべうもあらず。 りとてうけば てやは て、
畠与総
ぜんぜうは大坂にくだり 事のあるやう、書つらね
業 マ ‘
Z F
ステヲタマシキ道理
て、みすごすまじきことはりを 親しきが中に
傘状ヲミル人
らへるに、あはれあはれとよみったへ 、こ』ろ共¥
アマタノ怠物ヲ一ツニシテ
にこ』ろざせるめぐみを、むれらかにとりあっ
御領主の御家に、
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川島へオドロタ也庄ヤ心
めてをくれり。里のおさめざましとみて、かうまで
御領主
世に聞ひろむるが、もし上にきこえたらんには、コレホドノ孝子ヲ言上セヌハ舞抄汰也トノトガメ
羽一をこたりのとがめやあらむと思ひさはぎて、にはか
-聞ツケテ一に事のやうまねび出て、御居のつかさへさ』げぬる-去ルスグエ御庄ノ司ヨリ主君へ一は、たちし五月十五日なり。やがておほきおまへに-里ノ役人一きこえあげ給ひけり。かの長をはじめ、事とるとも-a
兵衛ガ母へツカヘノアリサマ
-がらをめし がはぬもとすゑをきこし しあはせて、同じ月の廿八日、義兵衛に長そへて、
めしいだ
され、年ごろの孝めでたくおぼしめさ 』により、
一 生
は』があらん世のかぎり、年に米二たはら下したま
家ノ地ノ年買
はるべく、家する地 みつきゆるさるべしと、
あ
dコ
きおほせめぐみのうへに、御姫君をはじ てまつ
圃下サレそノ
り、御内君これかれよりさへ、心々に うばりをか
世上ニ
うふりける。かくて猶 聞つぎ た つぐま』に、
忠実ノ人ノ同学ノ穂
みやこにまめ人の交りむすべるが、もろ心をあ せ
クヅレカ与リタル置
て 、
MM
問
J1
る者みなかへしつぐなひ、よろぽヘヂや
縫兵衛ノセワ
も、や』ひろくつくりあらためなど このみやづか
役ウチカ与リサアレパ
へを、此ころのやくと、おりたち思ひあつかふ。さはコノタピ縫兵衛エ鎗兵衛云こたびのよろ びを人いへば、 じけなしなどは、カロカロシクイハンモオソレアリカタアルかけんもいとかし し。さる御めぐみにか』り 朝タのどかに、母にそふ身にな ぬとて、
際ツクヅク思フニサヤウノアリガタキ
れしと思へる。いでやさるいみじき人いへど、近や
智内人エ逢テハ困シヨリハ見オトリスルコトアルそノナルニ
うにうちむ ひては、よそぎ のおもひやりに 、
量ハこはひきかへて、
これをぞう
ち事を
かi く
ま前る
さ~ ~ 
りiす
しんz
な言
、.'柔 L〆
や和3
71' “' にる
町三 を
うらなきまことの
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あやまるべき、見ルヤウスニテ心キヨタ輯フカキガ思ヒヤラル与ユへ袋心ヲ聡ル也おもひやりも、恥かしきけぞそひためる。
色に酒にゆるがずみだれず。
本心ヲ
まご
L
ろ
母がか
矩道謹書
四一母ことし八十あまりみつ。義兵衛四十あまり七つ。
しづきたらはむ外は、ことに富をうらやむこ』ろも
心ニ楽シタ思フベキコトトテハ圃フベキ
なく、たのしか き事とは母 そふ朝夕。ねがコトトテハ年ヲカサ子テ録ノ長ラフルユタはしかるべきこと』は、世をへてつかへむゆくすゑ末を こ そ 。明和庚寅之冬
加藤景範撰
養母は今年八十三才、儀兵衛は四十七才なり。【明和七庚寅五月
義兵衛養母は昔年八十三歳に相成り、義兵衛は四十七歳に相成候。【一|三】
右の趣は、兼て承り及び見及び候様子の上、尚又近来心をつけ承り合せ候通り、拙者ども雨人申合せ書留申候。比外にも洩候儀候事、彼是可有之候へども、大略笛様之 にて 此俊々尚賀正相札申聞侯に 少しも取繕ひ不申記録致候。毛頭相違之儀無之 。寒に奇特千高成儀、我人恥入心底の者に御座候。以 上 。
明和七年庚寅四月
辻本清左衛門中井善太
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附録
成美のことば
易大徳困は の排なりとの、聖のさとし、まことなる哉。川島村の、義てふをの中井氏ノ緒人ヲス
h
メヲレシ書ツタ
この孝状をみれば、いたましくも、はためでたしゃ。おのれも、老たる母につかふるが、いと/¥をろかなるをこたりの、おそろしくも、かつは恥かしくもおぼゆかし。此ころ都にのぼりて
は』そ原其このもとをとひよりて露はかりたに心染はや
島m
函益兵衛ガサマ
とずしつ』、かの人のがり尋ねて、たいめす。うらなくまめやかなるさま、思ひやりには今一際こえたり。
清きその心のそこも受にける汲てしらる』川島の水
まことや、孝状にしるせる、いみじきことをばさらにもいはず、尾上 風のたよりに、秋の宮 さへ、其事のきこえあが ぬとや めでたしなどいはんは中々なり(古今桂に侍りける時に七修中宮とはせ給へりける御
伊勢久かたの中におひたる里なれは光をのみそたのむ
返しに奉りけるへらなる)
久かたの中なる里も近き母にしらぬ光をあふくかしこさ
かの孝状、都に難波に、猶遠きさかひまで、敷ひろご を みとき』 み
続兵衛
きく ぎり、周急の心おこせぬ なし。さてぞかの人も、や』息をのぶら
んかし。さる中にも、まめびとの契むすべる、友がきあまたいひあはせて、借金アレタル車業事ニウチカ弘ヲおへる物つぐのひ、あばれたるこやあらため造りなど、ひたみちに心いれ
居起イソガ、シタ也
て、ゐたち思ひあへかふも、又いみじ。猶よそ/¥に聞侍ふるも、おのづ
トリクシナヒタル本心
から、身を恥もし悔もして てけちたる良心を、みがき出すもおさ/¥
a
兵衛ノマグシキ
あるべし。あはれさばかりの孝徳ありともさるやつ/¥しき身 らずは
王貧ナル境界
さるせちなるわざも頴はれじ。さて思へば、あめの心にて、さるさかひに
孝徳ノ美
生し出し、人をかりで、其美をな しむるなるべし。其なす人はたそ。難波人、中井の何がしにこそ。あまたの善人は、また孝子によりて(四裂をなせり。されば、中井のぬしは、孝子のための否。衆人のための天なりとやいふべからむ
を
の
孝子は、
たかさとしるす
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政
純失傭人義之孝也、渥失太侍藤公之控也、換失吾畏友竹里子之述也、宮崎氏象之、競積徳序之、社中或欲梓而停駕、是足以風一世而垂不朽突、予也訴然以喜、乃築奥天下請之 郷者作園稲垣氏子華、出於吾先子之門、以至性層控典、予嘗状以行子世、既市獲傭義於吾姻革島氏之隷、賓如語中所一広、近播之龍野、又有孝婦芳貞婦参、倶受本藩之賞、藩係吾本土、是以予亦有徴奨、蓋自傭義而推也、務血〈民泰 不浪、天下回不無其人、今而廼得鍾一時之美謂於我門、是予之尤所訴然、故国政是篇 併及之、周雅有之目、孝子不匿、永錫匁類、傭義諸人之蕗 奉不置者、顧予也之肥行、未克為之類、而美之 駕者如輩、畳天警我不逮、偲之為弦掌也邪 於是乎取諸唐風、喜柴之齢、継之以程々、明和辛卯十一月
竹山居土中井積善書子辞嘉寵「積善之印」「子慶」(墨印)
【書き下し】
あつあき
純なるかな、傭人義の孝や。渥きかな、太侍藤公の控や。幾らかなるか
あらわ
な、吾畏友竹里子の述や。島崎氏之を象し、弟積徳之を序す。社中或は梓し停んと欲す。是れ以て一世を風し不朽に垂に足る。予訴然として以て喜び、乃ち天下と之を語るを築しむなり。郷者作固の稲垣氏子筆、
あた
吾先子の門に出で 至性を以て控典に唐る。予嘗て状して以て世に行ない、既に傭義を吾姻草島氏の隷に獲る。賞に語中云う所の知し。近ご
よしさん
ろ播の龍野、又孝婦芳貞婦参有り、倶 本藩の を受く。藩吾本土に係
ああ
り、是を以て予亦た微奨有り。蓋し僚義よりして推すなり 狩奥民勢
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の浪びざる、天下回より其 人無からざる、今にして廼ち一時の美需を
あつむ
我門に鍾るを得。是れ予の尤も訴然たる所。故に是の篇に政 る 因りて、併て之に及ぶ。周雅に之有りて日く、「孝子匿からず、永く勿の類
み
を錫う」と。傭義諸人の蕗 奉 匠からざる者。顧うに予の肥行、未だ
あた
之が類たる克わず。市れども美の鍾る者葱の如し。宣 天我不逮を警して、之を偲り弦掌と為すな か に於 か諸を唐風に取り 喜柴の齢、之に継ぐに程々を以てす。
a . . . 
. . . . . . . . . . . . . . . . . 
' . . 
孝
儀子兵
衛
状n 
書聞
附
【必少 此通にしり日父一 左之 右養
録
五ず々 方に不も、雇に Y来E 
】時の よ遣及 恥 長 働 離 右半 通 母
節賃 り、事不々小れ りへ
の銭 は手と候申の細申衛 に義
初を
篠田事吾候。 年工 事 末 門 て兵衛年来孝物と と 仕方 月の故 候
り も 養わ、之
又 通ゆ尤、母づ其百 【
は京 路へ賓家様箇安か巳姓 一老農 は 、 心の来之 γ」 四| じu 
吉見 致絶の之候中致葉 賃銭顛 て 孝して紙成奇特 、 儀好又 が通屋 を難 子
みは た路は に以巴甲募 殊外 義
候物 近在 き無も相心孝 、ー困 兵衛勢 臆底養人 1;: 窮・ 行
を へ に之に に の 十 不 之 届 言E
少々な、 罷種眠節
有。暮至儀倍実身 諸き 録
之又しり の一分
候費申侯宴筋宝之 人
上 もてに骨り上 感
が l宅
4即時宮下i車 主もら ;士属 丁はて蓄の之 常
調目 一甚候義 国
J 、 の 】之へのの渡地 E 
腸内 貧ど差茎守み 世 も
り 1;: 者も別の担よ 之候』 故はに中之り 大。て、. 、不論少よ。養 略
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儀兵衛養子なる事を、母かたくつ』みかくせり。常/、、人に逢ひても実子一養母兼てより義兵衛事甚心に叶候へば、賓子と申立罷有り、もし養子といひ居けり。もしたれにでも養子など』いふひとあれば 直 打けすゆ一杯と申人有之候へば、直に打けし候。義兵衛へも一向かくし罷有候。へ、儀兵衛養子なる事を曽て知らざりしが、義兵衛は其需存知居候へども、是又右之様子故不存候腫に致候需故、【十|一】いよ/¥以賓家之通路は無之筈にて候。【二|二】儀兵衛常に母の存命をたのしみ暮せり。 かるに其意をしらずして 母の一義兵衛平生老母の存命を築しみに致し罷在、も 他人など老人の長命為 柔和にして、酒を好まず色にみだれず、檀譲厚うして己を謙り、人を敬ふ。幼より人とあらそはず。人を阿らず。人の善悪を陰にでもいはず。無欲にして外に望なく、唯親を安んじ、兄弟中よくせん事を心とせ【 一
ll
四 】
かくてほどなく 富田や亭主相果 身上段々衰へけれ 儀兵衛気毒がりて、盆ねんごろに通路いたし、今に二季のす』挽の手俸にまで行けり。年月をかさね、富田屋に居けれども、其所がらの風俗には、すこ も染たることなし。【三|二】前かた伏見に奉公せし事有。家業につき日〈京へ青物買に通ひけるが、三日に一度は、か らず川嶋へ便有知る人のかたへ立より、母の安否を聞け 。かくのごと ること半年ばかりなりしが、兎角母の事気づかひに思はれ、断をいひて奉公を引けり。【六|二】
是は孟子に相見え候。親の口を養ひ候も肝要なれども、親の心を養は一入大切の儀との趣に自然と相叶ひ、別て奇特之至に御座候。【八|一一.圃.
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儀兵衛母へ能事のみにあらず。其外、善行美事はなはだ多かるべし。今其聞き及ぶあらましを記而己。【三十五】或人儀兵衛に問。孝行をせよといふ教へを、儒者か偽者に、聞れしことありや。儀兵衛答に、曽て、孝行にせよといふ教へを聞きしことなしといふ。又問。孝行をするとおもはれ候や。儀兵衛答に、孝行にするとは存ぜず、唯大切にいたし候といへり。【三十四】首春巳来は 取わけで、足の痛み強く成しゅへ 毎夜湯をつかはせ、深更一老母嘗春己来は、取分け足のいたみ強く侯故、毎夜湯を引せ候上に、まで撫摩などし 別して寓に心を尽せり。【三十二|一一】深更迄はなでさすり 高事に別して心を遣ひ罷在候。【十七】北野富田屋の墓所は、京寺町天性寺に有。儀兵衛 月に 両度は、かならず参詣し、花水をたやさず。されどもいそがはしき身なれば、命日に参る事は稀なり。若用事ありて 幸に其命日に京に出れば、方角大きに違ひ勝手悪き時も、それを厭ず参詣せり。【十九}
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つねに母何 でも好ものあ しばらくも其望を止め置事なし。尤貧に馴たる母なれば、させる望 は らねども、昼夜何時といふ事なく、其好むものをと』のへ 母の快食するを悦べり。【十七|一一】長命其方の難義なるべしなど』、戯ながらもいふ人あれば、儀兵衛忽悦び一故、其方の難儀杯と戯ながらに申候へば、面色替り内心には立腹致侯ざる色あらはる』ゆへ、祉入てまたいふ言葉なし。【十三】一睡に相見え申候事、毎度有之候故、能人も恥入挨拶に鹿末の事不申候
一 由 。 【 十 五 】
【 翻 刻 篇 ニ 】凡例・本稿は、中井竹山作成の詩「孝子義画像引」の訳註である。-底本として 『実陰集』(詩巻四、大阪大学附属図書館蔵)を用いた。また、『佳央陰集』(『懐徳堂遺書』の内、懐徳堂記念会発行、明治四四年)を参照した。-原文の翻刻の下に書き下しを附し、後に「注」を附した。-原文に附された頭注・割り注は、「※」を附して後にまとめた。同様に、訂正・挿入などの校正の跡は、「校」を附して後に指摘した。・翻刻に当つては、底本の文字にできる限り沿うよう留意したが、印刷の都合上一部改めた箇所もある。孝子義画像引
明和庚寅冬
西岡美談近赫如
俊 一
遠遁奔波訪其庫有人貌取成一幅賛揚煩述懇子余興苦経営桐属状
娘 一
京巴有刻織悉書但惜刻中脱控典人唯見惨不見野除慶自成山九伺
西岡の美談近ごろ赫如たり
- P』 ぷ ろ
遠遁奔波して其の虚を訪う人有り貌取りて一幅を成し
ねんごろ
賛揚煩述すること余に懇なり顛苦なる経営洞属の状京邑に刻有りて織悉に書すも但だ惜しむ刻中控典を脱し人唯だ惨を見て静を見ざるを飴慶自ずから成す山九伺
何言一責従我初巌末甚所可道也待我喜端提握捷嵯哉鯨義天菓美挙曾援問虞孝子吾人徒讃書五車談上口時心先耽
裟ニ
人是革島一隷農
俊二
巴是太侍藤公封我詳其蹟非一日夫也本我淵家傭屡思愛助諭里司告府勤奨是事宜巴中父老頑知石唇焦舌乾無一唯還家更念推挽策僅言語諒具事跡普報親書鳴不幸欲極潤轍眼前匝民参不浪樹風情嘗四方馳布奥雷争余識不識脊投贈
何ぞ言わん一責の我れより初むと巌末甚だ道うべき所なりて
の
我が事端の梶提に捷ぶるを待つ
ああ
嵯哉鯨の義は天菓美しく
よひ
曾を磐ぢ聞を援く農の孝子吾人徒らに讃む書五車談じて口に上すの時心に先づ世づ人は是れ草島の一隷農邑は是れ太侍藤公 封我其の蹟に詳らかなること一日に非ずかれ夫や本と我淵家の傭屡しば愛助を思いて里司に諭す府に告げ勧奨せん是れ事の宜しきを邑中の父老頑なること石の如く唇焦れ舌乾くも一唯無し家に還りて更 念う推挽の策担言語誇とし 事跡を具う普く親直に報じ不幸を鳴らしす〈極わんと欲す澗轍眼前の阻民参浪びず風撃を樹て四方に馳せ布すこと雷と争う
ひとし
余の識ると識らざると穿く投贈し
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俄頃金銭満吾鏡江嗣費時親縛致母子驚喜奔且撃余言此慶我何カ天誘群衷遂汝生奉邑狂呼走紛伝績知淑恵浬滑分父老相議勢如此公若詰問何所云向余稽穎謝不敏顛陪造府始陳聞藤公激賞召義至褒錫復除恩意勤西岡草木被光風鈴輝接洛日欝恵校三業三誰停余状入紫禁
註四
一朝献納長信宮
後四
太后袖去御楓展天顔有喜讃朗親容心感動篇未畢
後四
割奥太后需龍巾玉音言是上古事
世 ム ハ
宣調明和年裏民救賜大官煎霜果申之御府錠子銀
たちまちかご俄頃金銭吾が績に満つ江前もて粛持し親く韓致するに母子驚喜し 奔し且つ撃ぐ余一吉宮んらく此の慶や我に何のカぞ
いざな
天群哀を誘い汝が生を遂げしむと邑を奉げて狂乎し走ること紛結にしてようや挽く知る淑恵浬滑の分父老相い議すこと勢比 知し公若し詰問せば何をか云う所ぞと
あやま
余に向いて稽顛して不敏を謝り
いた
顛陪して府に造りて始めて陳聞す藤公激賞 義を召し 至らしめ
位んごろ
褒錫復除恩意勤なり西岡の草木光風を被り齢輝洛に接して日び欝恵誰か余の状を傍え紫禁に入り一朝長信宮に献納せん太后袖にし去りて楓震に御し
みずから
天顔に喜有りて讃むこと朗親す容心感動し篇未だ皐らず
うるお
封して奥う太后龍巾を需すを玉音言えらく是れ上古の事
中使一
H
段勤説
徳意何須嫌漏池鯨義皇恐謝無辞校七間報万人容撃節天子明聖時隆治不隔九天奥九地市井臣善亦何幸附膿丹展達名字君不見元明元正坤御日側微控表招史筆千歳上今千歳下寧柴平安其挟一今封斯像更長時負措窮相阻且痩世間無限軽肥子湾把天倫作秦胡
校入世九
雄才顕績亦多失麟閣雲蓋皆換乎若就本源論端的感謝西岡餓隷園
中使一
H
段勤に説く
徳意何ぞ須く漏池を嫌うベけんやと鯨義皇恐し謝するに辞無く報を聞きて万人脅し 節を撃つ天子明聖にし 時は隆治隔てず九天と九地とを市井臣善亦た何の幸ぞ丹展に附顕して名字を達す君見ずや元明元正坤の御日
かがや
側微の旋表史筆に招く千歳の上千歳の下車集平安其の摸一なり今斯の像に封して更に長時す
や
負措の窮相阻 して且つ躍す世間に限り無き軽肥の子思て天倫を把 て秦胡と作す雄才顕績亦た多く
あきら
麟闇雲壷皆な換かなるも若し本源に就き 端的 論ぜば臆に謝すべし西岡の餓隷の国
ー 178 -
之救量
にしに
申主て謂
ぬ賜わ
御うん
府大や
の官明
錠の和
子鹿年
銀霜裏
果の
民
と
※一、京師石田社拳徒刻孝状行世(頭注)♂※二、革島邑属西岡(頭注)※三、石田社刻蓋在此時有故閉経表一事云( )※四、漠宮儀日帝母稿長信宮(割注)
校て「近」を「遁」に訂正。校二、「保」を「侍」に訂正。校三、「誰」下に 停 を挿入。校四、「臨」を「御」に訂正。校玉、「涙盈」を「需龍」に訂正。校六、「人 民校七、「聞」下に 報 挿入。校八、「勲」を 績 に訂正。校九、「失」を 失」に訂正。【 注 】
O
赫如 :・かがやく。
O
奔波:・奔走する。争い赴く。
O
賛揚・:たすけあらわす。ほめ
あ げ る 。
O
煩述:・ほめてのベる。
O
洞属:・深い愛の中に恭敬の意を含めるさま。。
控典:・孝行貞烈などを表彰した直額。
O
箭:::のびやか。ここでは、貧乏を脱した
後の様子を指す
O
九初・:「為山九初、功脇一資。」(『尚書』周書、旅奨
)O
織悉
:・微細なところまでいきとどくこと。
O
竃端・ :筆のさき。
O
梶梶・:くどくどしいさ
ま 。
O
強 : : : の ベ る 。
O
磐曾援関:・曽子と関子寮と(ともに孝子として有名)の境
地に達する。
O
吾人・:われわれ。われら。
O
五車・:「恵施多方、其書五車。」(『荘
子』天下
)O
太侍・:淳仁天皇時代、恵美押勝が左大臣を「大侍」・右大臣を「大保」
と改めたことがある。
O
藤公・:鷹司家。鷹司家は藤原北家嫡流近衛家実の 、兼平
を祖 する。草嶋家は鷹司家領革嶋南荘の下司職であった。
O
鯛 家 : ・ 姻 家 。
O
唇焦
舌乾:・声を張り上げるさま。
O
推挽:・車を後から推し前から挽くこと。転じて助力
の 意 。
O
親奮・:親戚と古い知人。
O
潤轍:・轍の水たまりにいる魚、困窮することの
たとえ。「澗轍鮒魚」(『荘子』外物
)O
民勢:・「天惟与我民券、大混乱。」(『尚書』
康諾)「天与我民五常、使父義母慈兄友弟恭子孝。」(同偽孔伝)。
O
風 間 耳 : ・ 善 徳 の お
しえ。教化。
O
奥雷争:・瞬く聞に世間に広がった様子。
O
投贈:・物を贈ること。。
篤 ・ : か ご 。
O
責特 :・与え送る。
O
縛致・:他の地に運ぶこと。
O
紛伝・:みだれるさま。
O
淑恵:・善悪・良否。
O
淫滑:・一方の水が濁りもう一方が澄んでいることから、誼情
濁 の 意 。
O
稽穎:・ぬかづくこと。
O
顛路:・転び倒れること。あわてふためくこと。
O
復除:・筏役を免除すること。
O
接洛・:洛中(京都)に聞こえたこと。
O
余 状 : ・ 『 孝
子義兵衛記録』を指す。
O
紫 禁 : ・ 皇 居 。
O
楓震:・天子の{昌殿。漢代、宮廷中に楓樹
を植えたからという。
O
容:・天子に関する事柄につける接頭辞。
O
擦 霜 : ・ 白 砂 糖 。
砂糖菓 。
O
中使:・内密の勅使。表むきでない天子の使者。
O
撃節・:拍子をとる。
拍手する。
O
隆治・:大いにおさまった世。
O
市井匡善:・市井の臣である積善、の意。
「在邦則日市井之臣、在野則自草茅之臣。」(『儀礼』士相見礼)なお、『愉娩録』写本では「医善」が一まわり小さな文字で記されている。
O
丹展:・天子が諸侯に封す
る時、後に立てる赤色の扉風。
O
附駿:・千里の馬にくっつく。験尾に附す。
O
坤 ・ :
女帝の意か。元明元正期には、大宝令・養老令の賦役令をうけ、しばしば「孝子順孫、義夫節婦、表其門閥、終身勿事」との詔が出された(『続日本記』)。なお、『続日本紀』より『三代実録』に至る約一六
0
年間の孝子の顕彰全二
O
件の内、五件は
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元明期であった(坂本太郎氏「飛鳥?奈良時代の倫理思想」(『古典と歴史』吉川弘文館、昭和四七年)参照)。また元正天皇による養老への改元には、所謂「養老の滝」伝説がある(『十訓抄』巻六・『古今著間集』巻八など)。
O
側微 :・いやしい。
O
控表・:孝行貞烈の人に坊を建て直を賜わり表彰すること。
O
寧 祭 : ・ 奈 良 。
O
長時
- :深く嘆息すること。
O
窮相・:貧乏な骨相。貧相。
O
経肥:・軽い惑と肥えた馬。賞
沢 の 意 。
O
雲蓋:・漢の宮中の高台。功臣の像を置いた。
O
麟閑:・戯麟関。武帝が戯
麟を獲た時築いた高殿。功臣の像を置いた。
O
感謝・:応対して謝する。
O
端 的 : ・ 事
情。委縮。※、現在、孝子祭を執行されているる孝子彰徳会・冷繋院には、資料の閲
覧に際して格別のご配慮を頂いた。記して感謝する次第である。
